
社
会
大
衆
党
の
国
家
社
会
主
義
的
画
一
化
と
小
市
民
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一
大
阪
府
連
合
会
を
中
心
に
一

小

泉

洋

【
要
約
M
　
社
会
大
衆
党
は
麻
生
久
書
記
長
ら
本
部
主
流
派
主
導
の
下
、
し
だ
い
に
国
家
社
会
主
義
色
を
強
め
、
臼
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
戦
時
体
腔
推
進

に
尽
力
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
国
家
社
会
主
義
化
は
、
党
全
体
に
一
律
に
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
最
大
の
地
方
勢
力
で
あ
る

大
阪
府
連
合
会
を
中
心
に
、
本
部
方
針
と
の
異
同
を
、
　
一
九
三
三
年
の
「
転
換
期
建
設
政
策
」
、
三
四
年
の
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
評
価
、
三
六
年
の
二
・

二
六
事
件
観
及
び
人
離
戦
線
を
中
心
に
明
示
し
、
そ
の
受
容
が
、
党
勢
不
振
、
有
力
支
持
労
働
団
体
の
右
傾
化
、
地
方
議
会
の
経
験
に
よ
る
主
張
の
「
現

実
化
」
、
弾
圧
と
い
っ
た
背
景
の
下
に
行
わ
れ
た
点
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
党
の
小
市
民
的
要
素
の
拡
大
が
、
三
五
年
以
降
一
挙
に
党
勢
を
伸
張
さ
せ
る

一
要
因
に
な
っ
た
反
薗
、
国
家
社
会
主
義
的
本
部
方
針
の
受
容
を
容
易
に
し
た
点
を
、
嘉
名
の
小
市
民
層
党
員
の
特
徴
を
例
に
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
三
巻
蕊
号
　
一
九
九
〇
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

満
州
事
変
の
影
響
で
国
家
社
会
主
義
派
が
分
裂
し
た
社
会
民
衆
党
・
全
国
労
農
大
衆
党
の
両
無
産
政
党
は
、
一
九
三
二
年
七
月
合
同
し
社
会

大
衆
党
を
結
成
し
た
。
同
党
は
一
九
三
六
年
総
選
挙
で
一
八
議
席
、
一
九
三
七
年
総
選
挙
で
三
七
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る

　
　
　
①

と
麻
生
久
ら
主
流
派
主
導
の
下
、
戦
時
体
制
推
進
に
尽
力
し
、
一
九
四
〇
年
七
月
、
近
衛
新
体
制
で
の
主
導
権
確
保
を
め
ざ
し
解
党
し
た
。

社
会
大
衆
党
は
山
中
戦
争
前
、
帝
国
主
義
推
進
体
制
に
対
す
る
最
大
の
反
鮒
勢
力
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研
究
も
、
三
六
・
三
七
年
総



社会大衆党の国家社会主義的画一化と小市民（小泉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

選
挙
の
得
票
増
へ
の
評
価
（
反
戦
・
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
期
待
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
）
、
下
部
党
員
は
と
も
か
く
麻
生
ら
本
部
主
流
派
が
主
体
的
に
親

軍
・
国
家
社
会
主
義
的
政
策
を
選
択
し
た
点
の
究
明
を
課
題
と
し
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
神
田
文
人
、
増
島
宏
、
高
橋
事
序
ら
の
研
究
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
ず
れ
も
主
流
派
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
」
過
程
・
国
家
社
会
主
義
的
特
質
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
山
室
建
徳

　
　
　
　
　
　
　
④

「
社
会
大
衆
党
小
論
」
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
排
し
組
織
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
麻
生
久
の
政
治
論
」
で
は
、
三

四
年
以
降
の
麻
生
の
国
家
革
新
論
の
根
が
二
〇
年
代
に
存
在
し
て
い
た
点
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
親
軍
・
国
家
社
会
主
義
化
の
必
然
性
を
印
象

づ
け
て
い
る
点
は
同
様
で
あ
る
。
社
会
大
衆
党
員
個
人
を
取
り
上
げ
た
研
究
も
、
麻
生
及
び
麻
生
と
同
じ
く
「
フ
ブ
ヅ
シ
二
化
」
を
推
進
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

亀
井
貫
一
郎
を
除
け
ば
僅
か
し
か
な
い
。

　
社
会
大
衆
党
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
均
質
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
九
三
三
年
の
「
転
換
期
建
設
政
策
」
に
対
す
る
反
対
や
、
三
六

年
の
人
民
戦
線
に
対
す
る
態
度
の
相
違
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
宮
憲
も
三
六
年
総
選
挙
勝
利
で
「
党
首
脳
部
は
…
…
所
謂
国
民
全
体
主
義
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
向
転
換
す
る
意
図
を
生
ず
る
に
至
り
た
る
も
複
雑
な
る
党
内
事
情
は
今
遽
に
之
を
表
明
し
得
ざ
る
実
情
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
不
均
質
な
部
分
が
ど
の
よ
う
に
本
部
主
流
派
の
政
策
に
画
一
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の
点
が
次
に
研
究
を
必
要
と
す
る
部
分
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
し
て
そ
の
対
象
と
し
て
、
地
方
で
最
大
の
党
員
数
を
持
つ
（
三
二
、
三
八
両
年
を
除
け
ば
東
京
を
凌
ぐ
）
大
阪
を
取
り
上
げ
る
の
は
あ
る
意
味
で

当
然
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
本
部
主
流
派
と
の
瑚
立
が
あ
っ
た
「
転
換
期
建
設
政
策
」
、
人
民
戦
線
へ
の
対
応
に
、
「
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
評
価
、
二

・
二
六
事
件
と
軍
部
観
、
β
中
戦
争
へ
の
対
応
を
指
標
に
加
え
、
こ
の
五
点
を
軸
と
し
て
、
大
阪
府
連
の
動
き
を
本
部
と
対
比
し
、
顧
一
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

過
程
・
背
景
を
探
る
。
さ
ら
に
そ
の
背
景
の
中
で
も
、
特
に
筆
者
が
注
目
し
た
い
小
市
民
層
党
員
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

小
市
民
層
党
員
は
、
党
勢
伸
張
に
重
要
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
従
来
と
は
異

な
っ
た
角
度
か
ら
見
た
社
会
大
衆
党
像
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
〔
付
記
〕
　
本
稿
で
は
、
無
産
団
体
名
は
以
下
の
略
称
を
用
い
る
。
社
会
大
衆
党
－
一
社
大
党
、
社
会
講
衆
党
趾
社
民
党
、
全
國
労
農
大
衆
党
一
己
大
照
、
日
本
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労
働
総
同
盟
一
総
同
盟
、
全
国
労
働
組
合
同
盟
一
全
労
、
官
業
労
働
総
同
盟
一
官
労
、
日
本
労
働
組
合
全
国
評
議
会
一
際
評
、
大
阪
市
電
従
業
員
組
合
1
1
大

阪
布
電
従
、
全
国
農
民
組
合
一
全
農
。

　
ま
た
典
拠
文
献
中
、
『
社
会
運
動
通
信
』
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
社
通
』
『
大
朝
』
『
大
虚
』
と
略
し
、
年
（
西
暦
下
二

桁
）
・
月
・
日
を
加
え
、
本
文
中
に
示
し
た
。

①
　
一
九
四
〇
年
四
月
ま
で
書
記
長
。
「
反
軍
演
説
」
に
よ
る
斎
藤
隆
炎
（
立
憲
毘

　
政
党
）
の
議
員
除
名
問
題
か
ら
中
央
執
行
委
員
長
安
部
磯
雄
が
離
党
し
た
た
め
、

　
四
月
か
ら
解
党
ま
で
委
員
長
。

②
高
橋
彦
博
「
社
会
大
衆
党
の
分
析
」
（
増
島
宏
ほ
か
『
無
産
政
党
の
研
究
賑
一

　
九
六
九
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
は
「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
迎
合
」
を
重
視
す

　
る
が
、
粟
屋
憲
太
郎
「
…
九
三
六
、
三
七
年
総
選
挙
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』

　
一
四
六
号
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
は
麻
生
ら
主
流
派
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
性
を
認
め

　
な
が
ら
も
、
賓
配
体
棚
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
へ
の
反
発
が
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
と

　
主
張
。
最
近
の
小
関
素
明
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
『
反
既
成
政
党
勢
力
』
の

　
消
長
に
関
す
る
一
考
察
－
京
都
市
に
お
け
る
明
倫
会
と
社
会
大
衆
党
を
事
例
に

　
一
」
　
（
同
前
、
三
〇
四
号
、
　
一
九
八
七
年
一
二
月
）
は
大
衆
課
税
軽
減
政
策
を

　
重
視
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
無
産
政
治
戦
線
の
統
一
、
候
補
者
の
選
挙
民
へ

　
の
浸
透
、
主
張
の
穏
健
化
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
傾
向
へ
の
民
衆
の
反
発
、
粛
正
選
挙
、

　
既
成
政
党
の
不
人
気
等
が
得
票
増
の
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ

　
の
問
題
の
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
第
二
章
に
示
し
た
よ
う
に
、

　
選
挙
民
の
中
で
も
、
特
に
市
民
屡
の
支
持
拡
大
を
重
視
し
て
い
る
。
な
お
私
は
現

　
在
、
こ
れ
と
粛
正
選
挙
、
既
成
政
党
の
不
人
気
を
重
要
な
原
圏
と
考
え
て
い
る
。

③
　
神
田
文
人
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
縫
会
斑
主
主
義
」
（
歴
史
学
研
究
会
『
戦
後
臼

　
本
史
』
V
、
一
九
六
二
年
、
省
木
書
店
）
。
増
島
宏
「
社
会
民
主
主
義
と
軍
部
・

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
（
『
社
会
労
働
研
究
』
一
七
号
、
一
九
六
四
年
、
の
ち
『
現
代
政
治

　
と
大
衆
運
動
』
一
九
六
六
年
、
青
木
雷
店
、
所
収
）
。
高
橋
彦
博
、
前
掲
論
文
。
こ

　
の
他
、
七
〇
年
代
だ
が
、
吉
見
義
明
「
社
会
大
衆
党
の
方
向
転
換
」
（
『
歴
史
公
論
』

　
一
九
七
六
年
五
月
）
は
概
説
的
な
が
ら
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
」
を
客
観
的
に
追
っ
て

　
い
る
。

④
　
近
代
日
本
研
究
会
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
5
i
昭
和
期
の
社
会
運
動
』
（
一

　
九
八
三
年
目
山
川
出
版
社
）
所
収
。

⑤
　
麻
生
に
つ
い
て
は
、
判
沢
弘
・
佐
貫
惣
悦
「
前
期
新
人
会
員
一
赤
松
克
麿
・

　
麻
生
久
」
（
思
想
の
科
学
研
究
会
『
改
訂
増
補
　
共
同
研
究
転
向
　
上
』
一
九
七

　
八
年
〈
初
版
は
一
九
五
九
年
〉
、
平
凡
社
）
、
増
島
宏
「
社
会
民
主
主
義
者
の
『
革

　
新
』
－
麻
生
久
を
中
心
と
し
て
一
」
（
篠
原
一
・
三
谷
太
一
郎
編
『
近
代
日

　
本
の
政
治
指
導
　
政
治
家
研
究
H
隠
一
九
六
五
年
・
、
論
果
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
多

　
く
の
研
究
が
あ
る
。
亀
井
に
つ
い
て
は
、
高
橋
彦
博
「
民
社
党
の
歴
史
的
背
紫

　
ー
ー
抵
会
大
衆
党
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
i
」
（
『
罠
社
党
論
』
一
九
七
二
年
、
新

　
日
本
出
版
社
）
。
亀
井
ほ
ど
麻
生
と
衝
接
で
は
な
い
が
、
同
じ
く
主
流
派
の
河
野

密
に
つ
い
て
は
、
横
関
至
「
戦
時
体
鰯
と
社
会
民
主
主
義
表
一
河
野
密
の
戦
時

　
体
制
構
想
を
壮
心
と
し
て
一
」
（
美
本
現
代
史
研
究
会
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
㈲

　
国
民
統
合
と
大
衆
動
員
』
一
九
八
二
年
、
大
月
書
庸
）
が
あ
る
。
非
主
流
派
の
西

　
尾
毒
念
に
つ
い
て
は
、
高
橋
彦
博
「
戦
蒋
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
－
帝
国

　
議
会
に
お
け
る
西
尾
末
広
1
」
（
『
社
会
労
働
研
究
』
二
六
巻
一
号
、
一
九
七
九

　
年
、
の
ち
『
現
代
政
治
と
社
会
四
幅
主
義
』
一
九
八
五
年
、
法
政
大
学
出
版
局
、

　
所
蚊
）
が
あ
る
が
、
臼
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
下
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
日
中

　
戦
争
以
前
を
主
な
対
象
と
す
る
本
稿
に
は
余
り
参
考
に
な
ら
な
い
。
中
央
執
行
委
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員
長
の
安
部
磯
際
に
つ
い
て
は
、
中
村
尚
美
「
安
部
磯
雄
と
十
五
年
戦
争
1
そ

　
の
反
戦
・
平
和
運
動
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
社
会
科
学
討
究
隔
三
四
巻
三
号
、
一

　
九
八
九
年
）
が
あ
る
が
、
安
部
と
党
を
「
不
可
分
の
関
係
」
と
捉
え
て
お
り
、
新

　
し
い
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

⑥
内
務
省
警
保
局
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一
九
三
六
年
版
、
六
〇
八
頁
。

⑦
『
社
会
運
動
の
状
況
』
各
年
版
に
よ
る
と
、
大
阪
府
連
学
会
は
一
九
三
二
年
一

　
万
一
一
七
六
名
（
東
京
府
連
合
会
は
一
万
＝
二
四
八
名
、
全
国
計
七
万
三
〇
八

　
名
）
、
三
三
年
以
降
は
三
六
年
（
一
万
四
二
三
三
名
）
ま
で
順
調
に
増
加
し
た
。

　
但
し
党
費
完
納
数
で
な
い
だ
け
に
、
あ
く
ま
で
参
考
数
字
で
あ
る
。

⑧
こ
こ
で
言
う
「
小
宿
躍
層
」
は
、
家
族
労
働
か
せ
い
ぜ
い
数
名
程
度
を
雇
用
す

　
る
に
と
ど
ま
る
小
商
工
業
者
を
指
し
、
便
宜
上
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
含
む
が
、
弁
護

　
士
は
含
ま
な
い
。
職
業
例
は
第
二
章
注
⑬
に
列
挙
し
た
も
の
の
ほ
か
、
木
工
魚
層

　
造
、
設
計
製
図
、
カ
フ
ェ
ー
経
営
な
ど
。

隔
　
党
本
部
方
針
と
大
阪
府
連
合
会
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「
転
換
期
建
設
政
策
」
へ
の
反
応

　
一
九
三
三
年
六
月
二
四
日
、
党
本
部
は
政
策
委
員
会
（
委
員
長
亀
井
貫
一
郎
、
委
員
片
山
哲
、
浅
沼
稲
次
郎
、
田
所
輝
明
ら
）
の
作
成
し
た
「
転
換
期

建
設
政
策
」
の
提
唱
を
決
定
、
七
月
二
二
B
の
中
央
執
行
委
員
会
に
諮
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
「
国
民
経
済
会
議
」
、
「
東
洋
経
済
会

議
」
、
「
大
衆
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
化
」
、
「
財
政
均
衡
増
税
」
の
四
政
策
を
軸
と
し
、
こ
の
う
ち
「
国
民
経
済
会
議
」
は
、
学
者
、
労
働

団
体
、
農
民
団
体
、
資
本
家
、
地
主
、
政
府
、
軍
部
等
の
代
表
で
構
成
し
、
「
経
済
参
謀
本
部
」
と
規
定
さ
れ
、
「
政
府
提
出
の
重
要
法
律
案
は

議
会
提
出
に
先
立
っ
て
本
会
議
に
諮
問
す
る
」
、
「
本
会
議
の
決
定
事
項
が
三
度
帝
國
議
会
に
法
律
案
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
る
時
は
、
議
会
は

こ
れ
を
可
決
す
べ
き
義
務
を
負
う
」
と
い
う
帝
國
議
会
に
代
置
す
る
権
限
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
策
洋
経
済
会
議
」
は
東
洋
民
族
自
主
化
、

労
働
問
題
、
「
支
那
関
税
自
主
権
回
復
・
治
外
法
権
撤
廃
」
等
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
欧
米
の
東
洋
へ
の
経
済
進
出
へ
の
対
抗
が
強
く
意
識

　
　
　
　
①

さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
政
策
に
は
、
大
阪
、
長
野
を
筆
頭
に
各
地
で
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
。
大
阪
府
連
は
七
月
一
四
日
の
常
任
委
員
会
、
及
び
一
九
葭
の
執

行
委
員
会
で
反
対
の
意
思
を
示
し
た
。
一
九
日
の
討
論
の
中
で
、
西
村
栄
一
（
堺
市
議
、
生
命
保
険
会
社
勤
務
）
は
両
経
済
会
議
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
転
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向
で
あ
り
、
東
洋
経
済
会
議
は
戦
争
に
拍
車
を
か
け
る
、
「
フ
ア
ツ
シ
ヨ
に
行
け
ぬ
日
和
見
分
子
が
斯
の
如
き
提
案
を
な
」
す
と
述
べ
、
田
万

清
臣
府
連
委
員
長
（
大
阪
市
議
、
弁
護
士
）
は
「
か
Σ
る
独
裁
的
な
行
為
を
糾
弾
す
る
」
と
述
べ
た
。
初
田
季
太
郎
（
全
農
）
は
「
支
罷
階
級
に
オ

モ
ネ
ル
意
味
で
提
案
さ
れ
た
と
理
解
す
る
」
と
述
べ
、
中
に
は
「
か
煙
る
転
換
の
裏
に
は
軍
部
の
手
が
伸
ば
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

述
べ
る
も
の
も
あ
り
、
中
央
執
行
委
員
会
に
出
席
す
る
か
否
か
で
議
論
は
あ
っ
た
も
の
の
、
「
新
提
唱
は
単
に
政
策
委
員
会
の
越
権
行
為
で
あ

る
奔
り
で
な
く
党
指
導
精
神
の
変
革
を
意
味
す
る
も
の
と
考
ふ
る
に
よ
り
（
中
略
）
此
際
…
…
来
る
二
十
二
日
の
中
央
執
行
委
員
会
に
出
席
せ

ず
」
と
い
う
強
硬
な
決
議
を
行
っ
た
（
『
社
通
』
3
3
・
7
・
2
4
）
。

　
欠
席
を
決
議
し
た
も
の
の
、
一
一
二
日
の
中
央
執
行
委
員
会
に
は
「
出
席
」
を
主
張
し
た
西
村
が
出
席
し
、
「
国
民
経
済
会
議
の
内
容
は
フ
ア

ツ
シ
ヨ
に
し
て
併
も
フ
ア
ツ
シ
ヨ
に
あ
ら
ざ
る
か
の
如
き
に
み
せ
て
み
る
」
、
「
東
洋
経
済
会
議
の
開
催
は
…
…
資
本
家
的
東
洋
経
済
プ
ロ
ツ
ク

の
形
成
以
外
に
意
義
を
も
た
な
い
」
と
批
判
、
両
経
済
会
議
に
は
野
溝
勝
（
長
野
）
、
三
宅
正
一
（
漸
潟
）
も
疑
問
を
投
げ
か
け
、
結
局
田
万
を
含

む
一
〇
人
の
委
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
で
再
審
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
前
）
。

　
大
阪
府
連
で
は
二
六
日
、
本
部
か
ら
河
野
密
（
機
関
紙
都
邑
）
を
迎
え
同
政
策
を
め
ぐ
っ
て
懇
談
会
を
開
い
た
が
、
河
野
は
「
該
案
以
上
の
名

案
が
提
案
さ
れ
鼠
ば
幸
い
で
あ
る
」
、
「
具
体
的
な
闘
争
方
針
を
掲
げ
闘
争
す
べ
き
で
あ
る
」
旨
述
べ
た
（
『
社
通
』
3
3
・
8
・
1
）
。

　
特
別
委
員
会
で
認
万
は
、
本
部
側
の
熱
心
な
説
得
に
よ
り
、
「
理
論
上
明
か
に
我
党
の
階
級
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
反
し
、
協
調
主
義
乃
至
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ア
シ
ズ
ム
的
傾
向
を
有
す
る
も
、
現
下
の
国
清
よ
り
し
て
」
立
党
精
神
に
則
っ
て
行
動
す
る
な
ら
異
議
な
し
と
大
体
承
認
す
る
に
至
っ
た
。

　
特
別
委
員
会
は
九
月
一
七
日
、
同
政
策
に
代
わ
る
妾
面
の
政
策
を
決
定
し
、
一
九
日
、
常
任
委
員
会
と
の
合
同
会
議
で
「
秋
季
閾
争
政
策
」

と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
批
判
の
集
中
し
た
両
経
済
会
議
を
除
き
、
総
じ
て
前
政
策
を
継
承
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
方
、
八
月
＝
瓢
日
に
開
か
れ
た
党
府
連
の
有
力
支
持
団
体
で
あ
る
全
労
大
阪
連
合
会
の
大
会
で
は
、
「
転
換
期
建
設
政
策
」
に
つ
い
て
、

結
城
磯
二
ら
が
「
反
動
フ
ア
ツ
シ
ヨ
の
政
策
」
と
し
て
粉
砕
闘
争
の
必
要
性
を
強
調
し
た
が
、
山
口
常
次
郎
連
合
会
長
（
大
阪
市
議
）
は
「
具
体
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的
政
策
を
掲
げ
る
に
至
っ
た
党
首
夕
風
の
気
持
は
理
解
で
き
る
」
、
「
一
番
親
切
な
態
度
は
代
案
を
持
っ
て
こ
れ
を
批
判
」
す
る
こ
と
だ
と
回
答

し
た
（
『
社
通
』
3
3
・
8
・
1
8
）
。

　
大
阪
府
連
は
八
月
一
五
濤
、
「
転
換
期
建
設
政
策
」
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
「
非
常
時
党
勢
力
強
化
対
策
」
を
決
定
し
た
。
同
対
策
は

「
英
雄
主
義
的
独
裁
主
義
に
よ
り
鉄
の
如
き
統
制
を
確
立
す
る
」
、
「
従
来
の
独
善
主
義
、
排
他
主
義
を
徹
底
的
に
清
算
し
て
反
資
本
主
義
勢
力

の
共
同
戦
線
を
確
立
し
、
労
働
者
、
農
民
、
小
市
民
、
軍
人
、
官
公
吏
、
教
員
、
学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
へ
内
部
的
に
喰
い
込
み
党
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
に
入
れ
る
」
（
『
大
朝
』
3
3
・
9
・
6
）
こ
と
を
唱
う
、
軍
人
を
含
む
中
間
層
の
獲
得
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
一
一
月
五
日
、
田
万
を
議
長
と
し
て
大
阪
で
開
か
れ
た
党
近
畿
府
県
連
合
会
協
議
会
は
、
「
党
幹
部
に
対
す
る
絶
対
信
任
」
、
「
公
式
論

の
清
算
」
、
「
独
漕
膏
主
義
、
排
他
主
義
の
清
箕
」
、
「
党
の
外
廓
組
織
の
方
針
確
立
」
（
軍
人
、
官
公
吏
、
学
生
、
教
員
等
の
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
る
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
さ
ら
に
翌
三
四
年
四
月
二
三
艮
、
大
阪
府
連
は
政
権
獲
得
拡
大
執
行
委
員
会
を
開
催
、
政
権
引
渡
し
要
求
運
動
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
麻
生

書
記
長
と
も
相
談
の
う
え
（
『
大
尉
』
3
4
・
4
・
2
1
）
、
党
拡
大
の
た
め
「
新
興
勢
力
扁
の
獲
得
を
畢
生
す
る
意
図
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
獲
得
の

目
標
は
軍
人
、
警
官
、
産
業
組
合
に
置
か
れ
て
い
た
。
同
委
員
会
は
「
東
京
市
に
全
党
員
並
に
全
圏
の
反
資
本
主
義
勢
力
を
総
動
員
し
て
政
権

引
渡
要
求
の
大
衆
会
議
を
開
く
と
と
も
に
大
示
威
行
進
を
敢
行
す
べ
し
」
（
『
社
通
』
3
4
・
4
・
2
8
）
と
決
定
、
麻
生
書
記
長
は
「
今
後
は
公
式
論

で
は
駄
目
で
あ
る
」
、
同
運
動
を
「
極
力
支
持
す
る
」
と
述
べ
（
同
前
、
6
・
2
1
）
、
六
月
一
七
日
、
天
王
寺
公
会
堂
で
開
か
れ
た
「
政
権
引
渡

要
求
大
演
説
会
」
に
は
、
杉
山
元
治
郎
（
代
議
士
、
全
農
）
、
田
万
清
臣
、
山
口
常
次
郎
、
西
村
栄
一
、
稲
葉
房
蔵
（
府
連
書
記
長
、
大
阪
市
議
、
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

剤
師
）
、
井
上
良
二
（
府
議
、
全
労
）
ら
と
と
も
に
出
演
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
社
大
党
大
阪
府
連
の
執
行
部
は
労
大
党
系
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
労
大
士
時
代
、
大
阪
府
連
は
、
本
部
の
田
所
輝
明
ら
が
三
二
年
三
月
、
「
運

　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

動
方
針
書
解
釈
統
＝
と
い
う
形
で
運
動
方
針
書
を
右
翼
的
に
変
改
し
よ
う
と
し
た
の
に
反
対
、
ま
た
同
年
四
月
、
本
部
が
社
民
党
と
の
合
同

交
渉
の
た
め
作
成
し
た
「
合
同
基
準
」
中
、
「
新
党
は
第
二
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
別
個
の
組
織
な
る
事
」
の
部
分
を
府
連
委
員
長
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⑩

の
田
万
清
臣
が
「
本
質
的
に
…
…
フ
ア
ツ
シ
ヨ
」
と
批
判
し
、
そ
の
削
除
を
強
硬
に
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
労
大
斑
時
代
か
ら
麻
生
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

田
所
ラ
イ
ン
に
は
反
対
し
て
い
た
大
阪
府
連
だ
っ
た
だ
け
に
、
三
三
年
の
「
転
換
期
建
設
政
策
」
に
は
直
ち
に
反
対
し
た
の
だ
が
、
党
勢
不
振

の
中
、
代
替
え
の
具
体
案
提
示
を
求
め
ら
れ
、
結
局
「
国
民
経
済
会
議
」
、
，
東
洋
経
済
会
議
」
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
の
も
の
は
排
除
し
た
も

の
の
、
公
式
論
清
算
、
申
鍵
層
・
体
制
的
組
織
の
獲
得
、
反
資
本
主
義
共
同
戦
線
と
い
っ
た
、
麻
生
も
支
持
し
党
本
部
の
意
図
し
た
方
向
の
方

針
し
か
打
ち
出
し
得
な
か
っ
た
。
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陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
問
題

　
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
日
、
陸
軍
省
新
聞
班
は
「
国
防
の
本
義
と
そ
の
強
化
の
提
唱
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
そ
の
申
で
自

由
主
義
経
済
体
制
を
「
階
級
対
立
観
念
を
醸
成
す
る
」
、
「
富
の
偏
在
を
来
」
す
等
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
党
、
言
論
界
は
多
く
軍
の

政
治
関
与
と
し
て
批
判
し
た
が
、
麻
生
書
記
長
は

　
　
「
日
本
の
国
情
に
於
て
は
、
資
本
主
義
打
倒
の
社
会
改
革
に
於
て
、
軍
隊
と
無
産
階
級
と
の
合
理
的
結
合
を
必
然
な
ら
し
め
て
み
る
。
目
的
を
達
す
る
た
め

　
に
は
此
必
然
を
激
成
し
て
行
く
以
外
に
道
は
な
い
。
（
中
略
）
党
員
諸
霜
は
…
…
此
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
仲
介
と
し
て
、
研
究
会
を
開
き
、
勇
敢
に
在
郷
軍
人

　
　
〔
会
、
〕
青
年
団
〔
、
〕
産
業
組
合
の
陣
営
に
進
出
し
此
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
従
っ
て
反
資
本
主
義
勢
力
の
拡
大
強
化
に
努
力
し
て
党
の
拡
大
強
化
を

　
　
　
　
　
⑫

　
　
は
か
る
べ
し
。
」

と
積
極
的
に
評
価
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
は
亀
井
貫
一
郎
が
関
与
し
て
お
り
、
麻
生
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
公
表
を
連
軍
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
打
ち
出
す
き
っ
か
け
と
す
る
つ
も
り
で
公
表
時
期
な
ど
を
確
か
め
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
麻
生
の
評
価
は
大
阪
府
連
に
も
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。

　
庄
健
一
（
大
阪
市
議
、
お
で
ん
屋
）
主
幹
の
『
大
阪
無
産
新
聞
』
（
五
五
号
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
五
日
）
は
、
「
軍
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
社
会
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

衆
党
立
党
宣
言
の
一
部
」
と
題
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
自
由
主
義
経
済
を
批
判
し
た
箇
所
を
引
用
し
た
後
、
社
大
賢
綱
領
を
並
べ
、
「
吾
等
が
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中
止
や
検
束
を
冒
し
て
高
調
し
来
っ
た
も
の
」
と
付
合
す
る
と
積
極
的
に
評
価
、
さ
ら
に
コ
ラ
ム
で
は
、
委
員
長
の
「
安
部
磯
雄
氏
等
の
意
見

よ
り
は
社
会
改
革
に
数
歩
の
躍
進
を
見
せ
て
い
る
」
と
す
ら
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
一
一
月
一
四
日
の
大
阪
府
連
大
会
で
は
、
議
長
の
州
村
保
太
郎
（
大
阪
市
議
、
官
労
）
が
ま
ず
、
「
い
か
に
彼
等
〔
1
1
陸
軍
－
引
用
者
〕
が
吾
々

の
主
張
に
近
づ
い
て
来
た
か
を
証
明
す
る
…
…
吾
党
の
前
途
は
ま
こ
と
に
洋
々
た
る
も
の
」
と
述
べ
、
稲
葉
房
蔵
が
「
官
吏
、
警
察
官
、
小
市

民
等
…
…
に
結
び
つ
く
た
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
反
資
本
主
義
的
態
度
を
支
持
し
、
利
用
し
や
う
と
考
へ
て
る
る
」
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
重
留

で
協
議
し
た
結
果
を
報
告
、
西
村
栄
一
も
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
部
に
共
鳴
し
た
の
で
は
無
い
。
寧
ろ
、
軍
の
好
戦
的
、
主
戦
的
、
排
外
的
態

度
に
対
し
て
は
強
く
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
前
提
し
な
が
ら
も
、
「
現
在
反
資
本
主
義
的
で
あ
る
点
に
於
て
進
歩
的
で
あ
る
。
吾
々
は
主

義
、
綱
領
に
捉
れ
ず
無
産
階
級
解
放
の
た
め
の
力
と
な
り
得
る
も
の
と
は
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
」
、
「
陸
軍
が
歴
史
の
必
然
性
に
遵
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
社
大
党
の
意
識
水
準
ま
で
向
上
し
て
来
た
」
等
と
述
べ
た
。

　
し
か
し
同
大
会
で
総
同
盟
の
種
田
鉄
馬
は
「
反
資
本
主
義
的
で
あ
る
点
で
進
歩
性
を
認
め
る
な
ら
ば
五
・
一
五
事
件
も
今
圃
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
同
様
」
と
批
判
し
、
党
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
主
張
、
同
じ
総
同
盟
の
西
尾
末
広
（
大
阪
連
合
会
長
）
も
、
一
二
月
七
日
、
総

同
盟
大
阪
連
合
会
が
大
阪
連
隊
区
司
令
官
松
井
太
久
郎
大
佐
を
招
い
て
開
い
た
講
演
会
で
、
講
演
後
の
質
問
中
「
国
家
改
造
を
軍
部
の
手
で
や

っ
て
く
れ
ぬ
か
」
と
い
う
一
組
合
員
の
発
言
に
対
し
、
「
労
働
組
含
は
独
自
の
社
会
改
革
の
意
図
を
持
っ
て
る
る
の
で
、
軍
部
に
依
存
す
る
必

要
は
な
い
」
と
た
し
な
め
（
『
社
通
』
3
4
・
1
2
・
1
2
）
、
軍
部
と
は
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　
な
お
西
村
は
「
昭
和
十
年
に
嘗
て
何
を
為
す
べ
き
か
」
（
『
社
通
』
3
5
・
1
・
1
）
の
中
で
、
「
其
の
国
内
改
革
の
決
意
が
国
際
戦
争
の
準
備
の

一
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
吾
人
の
甚
だ
遺
憾
と
す
る
処
で
あ
る
」
、
コ
製
し
て
社
会
主
義
的
に
見
る
全
体
経
済
主
義
の
中
に
吾
々
は
資

本
主
義
独
裁
の
恐
る
べ
き
黒
影
を
見
る
」
、
階
級
社
会
否
定
実
現
は
「
無
産
階
級
独
裁
を
通
じ
て
の
み
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
協

調
に
依
っ
て
な
さ
る
べ
き
で
な
い
」
、
今
日
軍
事
予
算
が
農
民
救
済
を
圧
迫
し
て
い
る
、
等
と
述
べ
な
が
ら
、

　
　
「
軍
部
は
断
じ
て
資
本
家
階
級
と
は
手
を
握
り
得
な
い
…
…
然
し
な
が
ら
無
産
階
級
は
平
和
を
愛
す
る
も
の
で
あ
る
、
国
内
改
革
の
意
見
は
幸
い
に
一
致
可
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能
で
あ
る
、
是
の
微
妙
な
る
関
係
を
如
何
に
解
決
な
す
か
り
・
」

と
連
軍
方
針
に
大
胆
に
踏
み
出
せ
な
い
心
理
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
総
同
盟
系
に
冷
淡
な
意
見
が
あ
り
、
こ
の
西
村
の
よ
う
に
躊
躇
す
る
例
も
あ
る
が
、
多
数
は
少
な
く
と
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
価
値
の
あ

る
も
の
と
歓
迎
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
大
阪
府
連
で
実
際
に
親
軍
的
活
動
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

3

二
・
二
六
事
件
と
軍
部
観

82　（398）

　
二
・
二
六
事
件
に
対
し
、
党
本
部
は
麻
生
書
記
長
談
と
い
う
形
で
、
事
件
の
原
因
は
五
・
一
五
事
件
以
来
の
内
閣
が
「
革
新
の
熱
望
を
躁
關

し
来
っ
た
」
点
に
あ
り
、
「
我
党
は
…
…
現
状
維
持
的
挙
国
政
権
を
排
し
、
国
罵
大
衆
を
基
底
と
せ
る
革
新
的
政
権
の
樹
立
を
要
求
す
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

声
明
し
た
（
『
社
通
』
3
6
・
3
・
4
）
。
ま
た
麻
生
個
人
は
、
「
国
家
革
新
の
過
程
を
少
く
と
も
五
、
六
年
は
飛
躍
せ
し
め
た
」
、
「
歴
史
の
歯
車
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

又
一
つ
大
き
く
回
っ
た
」
と
積
極
的
に
捉
え
た
。

　
大
阪
府
連
で
は
調
査
の
た
め
田
万
清
臣
、
西
村
栄
一
ら
を
上
京
さ
せ
た
が
、
三
月
七
日
の
府
連
執
行
委
員
会
で
は
対
立
す
る
見
解
が
示
さ
れ

た
。
即
ち
、
田
万
は
「
日
本
国
民
大
衆
は
自
由
主
義
盲
教
育
を
受
け
て
み
る
、
社
大
駆
は
今
後
園
民
の
自
由
主
義
的
部
分
へ
の
提
携
に
ま
で
闘

争
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
た
が
、
西
村
は
戦
争
と
平
和
と
い
う
原
則
的
対
立
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
国
内
改
革
が
先
行
す
れ
ば

侵
略
戦
争
は
消
減
す
る
と
し
、

　
　
「
国
内
機
構
の
徹
底
的
革
新
の
無
我
が
民
族
は
ア
ジ
ア
弱
小
畏
族
を
英
米
資
本
主
義
の
姪
桔
よ
り
解
放
す
べ
く
彼
等
の
軍
隊
と
一
戦
を
交
へ
こ
れ
を
駆
逐
す

　
る
歴
史
的
使
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
プ
ア
ツ
シ
ヨ
排
撃
、
資
本
主
義
排
撃
の
立
場
に
立
ち
軍
部
の
革
新
的
勢
力
と
提
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
訟
」

と
主
張
し
た
（
『
社
通
』
3
6
・
3
・
1
1
）
。
　
西
村
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
三
四
年
の
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
軍
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
は

じ
ま
っ
た
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
切
討
論
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
党
員
の
見
解
は
わ
か
ら
な
い
が
、
川
村
保
太
郎
（
一
九
三
六
年
二
月
総
選
挙
で
、
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杉
山
元
治
郎
〈
再
選
〉
、
田
万
清
臣
、
塚
本
重
蔵
と
と
も
に
大
阪
府
か
ら
当
選
）
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
例
と
し
て
「
二
・
二
六
事
件
に
対
す
る
大
衆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

批
判
扁
を
述
べ
、
塚
本
重
蔵
（
総
同
盟
）
も
二
・
二
六
事
件
は
「
工
場
で
は
好
い
評
判
で
無
い
」
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
多
数
は
好
感
を

抱
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
特
に
事
件
を
理
由
に
、
政
府
が
メ
ー
デ
ー
を
禁
止
し
た
た
め
、
五
月
一
目
の
総
同
盟
労
働
青
年
同
盟
大
会
で
は
、
井
家
上
専
が
一
般
情
勢
報

告
で
、
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
転
換
論
と
見
る
こ
と
や
、
軍
の
大
衆
運
動
禁
圧
の
態
度
を
批
判
し
、
「
行
詰

れ
る
社
会
情
勢
の
打
開
に
我
等
は
反
動
の
力
を
借
り
る
必
要
は
断
じ
て
な
い
」
（
『
社
通
』
3
6
・
5
・
6
）
と
述
べ
、
軍
部
へ
の
反
感
を
明
示
し
た
。

　
ま
た
「
自
由
主
義
」
を
重
視
す
る
田
万
は
、
五
月
に
開
か
れ
た
第
六
九
特
別
議
会
で
、
不
穏
文
書
取
締
法
案
反
対
の
発
言
を
展
開
す
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ず
一
五
日
の
第
一
読
会
で
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
法
案
扁
、
「
暴
民
生
活
ノ
代
り
ニ
国
民
二
牢
獄
ヲ
与
ヘ
ン
ト
ス
ル
恐
ル
ベ
キ
悪
法
」
と
批
判
、
二
六

日
に
は
以
下
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

　
　
「
属
本
ノ
今
後
ノ
政
治
ハ
軍
部
及
ビ
国
防
が
中
心
ト
ナ
リ
マ
ス
、
故
二
吾
々
国
民
ハ
遠
慮
会
釈
ナ
ク
軍
部
国
防
二
対
シ
テ
批
判
ガ
シ
タ
イ
（
袖
手
）
所
が
過

　
　
三
智
ビ
胴
W
在
ノ
色
々
ナ
コ
ト
ヲ
考
へ
合
セ
テ
見
マ
ス
ル
ト
行
政
権
二
依
ッ
テ
色
々
ト
軍
部
二
対
ス
ル
批
判
が
抑
へ
付
ケ
ラ
レ
テ
【
居
ル
、
｝
更
二
目
二
見
エ
ヌ
強

　
　
イ
カ
が
吾
々
ノ
言
論
ヲ
根
本
カ
ラ
躁
踊
シ
テ
居
ル
、
満
蒙
事
件
ヲ
契
機
ト
致
シ
マ
シ
テ
、
五
・
一
五
事
件
、
絹
沢
事
件
、
一
一
・
二
六
事
件
、
事
件
累
ナ
ル
度

　
　
毎
二
、
軍
部
及
ビ
国
防
二
対
ス
ル
国
民
ノ
批
判
ト
意
見
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
、
根
本
的
二
抑
へ
付
ケ
ラ
レ
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ッ
テ
戴
キ
タ
イ
、
今
日
ノ
国

　
　
畏
ハ
黙
ッ
テ
イ
ル
…
…
併
シ
此
欝
積
シ
タ
ル
抑
へ
付
ケ
ラ
レ
タ
ル
憂
欝
ナ
ル
自
由
躁
躍
ノ
暗
雲
ノ
下
デ
、
烈
々
ト
シ
テ
燃
上
ル
反
抗
ノ
精
神
ハ
制
ス
ベ
ク
モ

　
　
ナ
イ
（
拍
手
）
諸
罵
、
今
日
ノ
政
治
家
ノ
任
務
一
撃
自
由
ナ
批
判
ヲ
求
メ
タ
イ
ト
云
フ
民
衆
ノ
心
ヲ
賭
ク
ス
ル
コ
ト
デ
ハ
ナ
ク
シ
テ
自
由
二
遠
慮
ナ
ク
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
ガ
出
来
ル
贋
ル
イ
世
界
ヲ
民
衆
二
与
ヘ
ル
コ
ト
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
」

　
九
月
一
〇
日
、
陸
軍
が
工
廠
労
働
者
に
労
組
脱
退
を
強
制
し
た
。
工
廠
を
組
織
す
る
官
憲
は
党
の
重
要
支
持
団
体
の
｛
つ
で
あ
り
影
響
は
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

刻
で
あ
っ
た
。
党
府
連
は
一
一
日
、
「
彪
大
な
る
軍
事
費
負
担
は
今
や
勤
労
大
衆
を
し
て
堪
へ
難
き
に
期
ら
し
め
ん
と
し
つ
蕊
あ
る
に
拘
は
ら

ず
、
労
働
者
団
結
の
既
得
権
を
強
奪
し
て
何
等
の
広
義
圏
防
で
あ
る
か
」
（
『
社
参
』
3
6
・
9
・
1
5
）
と
反
対
を
声
睨
、
親
軍
傾
向
を
示
し
て
い
た83　（399）



西
村
栄
一
も
、
一
二
月
二
一
日
の
社
大
門
全
国
大
会
で
、
議
案
「
官
業
労
働
組
合
弾
圧
に
関
す
る
件
」
を
説
明
し
、
「
党
内
部
に
於
い
て
、
最

近
と
も
す
れ
ば
軍
部
に
引
き
ず
ら
れ
、
フ
ア
ツ
シ
ヨ
の
革
新
性
〔
に
〕
欺
購
せ
ら
れ
来
っ
た
が
如
き
観
あ
り
」
（
気
前
、
1
2
．
1
2
）
と
述
べ
た
。

　
ま
た
一
〇
月
に
は
選
挙
権
を
家
長
ま
た
は
兵
役
義
務
終
了
者
に
制
限
す
る
と
い
う
陸
軍
内
の
議
会
制
度
改
革
意
見
が
報
道
さ
れ
た
。

　
井
上
良
二
は
＝
一
月
三
日
の
大
阪
府
会
で
、
日
独
防
共
協
定
を
批
判
し
、
独
裁
反
対
と
立
憲
政
体
擁
護
を
訴
え
、
「
最
近
軍
部
ノ
議
会
否
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ノ
声
」
を
「
反
動
フ
ア
ツ
シ
ヨ
ノ
途
へ
極
メ
テ
接
近
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
と
警
告
、
ま
た
警
察
官
増
員
に
反
対
す
る
中
で
、
「
平
和
工
作
二
何
等
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

努
力
ヲ
払
ハ
ズ
シ
テ
、
反
対
二
戦
争
熱
ヲ
煽
り
マ
シ
テ
軍
事
予
算
ヲ
分
捕
セ
ン
ト
ス
ル
軍
部
独
自
ノ
考
へ
方
」
と
同
様
と
述
べ
た
。

　
一
九
三
七
年
二
月
二
三
日
、
田
万
は
第
七
〇
議
会
で
、
陸
軍
省
新
聞
班
発
行
の
「
陸
軍
軍
備
の
充
実
と
其
精
神
」
と
題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
宇
垣
内
閣
流
産
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
『
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
ノ
中
二
書
イ
テ
ア
ル
方
法
論
ガ
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
』
即
チ
軍
部
独
裁
権
二
依
ッ
テ
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
サ
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
、
吾
々
ハ
非
常
ナ
決
意
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
、
「
今
多
ク
ノ
者
カ
ラ
〔
陸
軍
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
治
を
企
て
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
一
引
用
者
〕
疑
ヲ
懸
ケ
ラ
レ
テ
居
ル
」
と
批
判
し
た
。
同
年
五
月
総
選
挙
で
の
川
村
保
太
郎
派
の
選
挙
違
反
に
よ
る
検
挙
は
、
官
労
弾
圧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
及
び
党
が
少
な
く
と
も
外
見
は
軍
事
費
の
増
大
に
対
決
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

軍
部
「
革
新
」
派
と
交
渉
を
持
つ
本
部
主
流
派
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
阪
で
は
少
な
く
と
も
感
情
的
に
「
親
証
し
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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4
　
人
畏
戦
線
へ
の
対
応

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
（
一
九
三
五
年
七
～
八
月
）
の
人
民
戦
線
採
用
は
、
日
本
で
は
『
社
会
運
動
通
信
』
（
3
5
・
9
・
2
）
等
で
報
じ
ら
れ

た
が
、
当
時
進
行
中
の
全
労
・
総
同
盟
合
同
運
動
を
合
法
左
翼
組
合
も
含
め
た
幅
広
い
合
同
へ
導
く
勢
い
を
与
え
た
。
こ
の
試
み
は
一
一
月
一

五
日
の
安
部
磯
雄
、
鈴
木
文
治
、
高
野
岩
三
郎
の
調
停
で
全
労
と
総
同
盟
と
の
単
独
合
同
と
決
定
し
頓
挫
し
た
が
、
全
労
の
鶴
五
三
は
一
一
月

一
二
日
の
大
阪
市
電
従
大
会
で
、
左
・
中
・
右
翼
を
「
混
然
融
舎
大
強
力
組
合
完
成
の
時
期
が
到
来
し
た
」
（
『
社
通
』
3
5
・
1
1
・
1
6
）
と
祝
辞
を
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述
べ
、
田
万
清
臣
も
一
六
日
の
日
本
交
通
労
働
総
連
盟
大
会
で
、
戦
線
統
一
が
「
実
践
の
問
題
と
な
っ
て
来
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
（
同
前
、
1
1

・
2
0
）
と
述
べ
た
。

　
合
法
左
翼
系
の
大
阪
市
懸
果
は
一
九
三
六
年
一
月
＝
二
日
、
総
選
挙
で
の
社
御
記
支
持
を
決
定
、
そ
の
大
阪
市
電
従
や
全
農
大
阪
府
連
、
全

評
関
西
地
方
評
議
会
、
全
国
水
平
社
大
阪
府
連
、
大
阪
消
費
組
合
等
が
参
加
す
る
大
阪
地
方
労
農
無
産
団
体
協
議
会
（
以
下
、
団
協
と
略
す
）
も

二
月
四
日
、
同
様
の
支
持
を
申
し
入
れ
た
。
党
府
警
は
六
月
七
日
、
港
区
支
部
（
支
部
長
椿
繁
夫
）
大
会
で
、
「
党
内
外
の
排
他
的
独
善
主
義
の

傾
向
と
闘
い
、
吾
党
を
主
体
と
す
る
此
の
国
に
於
け
る
広
汎
な
る
政
治
戦
線
の
統
一
を
促
進
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
前
、
6
・
1
0
）
と
宣
言
、

七
月
｝
六
日
の
西
日
本
代
表
者
会
議
で
は
、
椿
繁
夫
が
「
大
衆
戦
線
の
確
立
」
を
説
明
、
「
フ
ア
ツ
シ
ヨ
の
台
頭
、
合
法
左
翼
の
結
束
等
に
対

し
て
、
党
将
来
の
た
め
に
、
拡
く
社
大
の
門
戸
を
開
放
」
す
る
と
述
べ
、
承
認
さ
れ
た
（
同
前
、
7
・
2
1
）
。
団
協
は
七
月
二
九
日
、
正
式
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
申
し
込
み
、
党
府
議
は
八
月
＝
日
、
党
支
持
は
団
協
と
し
て
で
は
な
く
各
団
体
別
に
行
う
、
等
の
条
件
を
付
し
、
承
認
し
た
。

　
一
方
党
本
部
は
機
関
紙
『
社
会
大
衆
新
聞
』
（
八
四
号
、
3
6
・
7
・
2
5
）
で
人
民
戦
線
反
対
を
主
張
し
、
八
月
二
九
日
の
東
京
交
通
労
働
組
合
、

全
評
な
ど
四
組
合
の
入
党
申
し
込
み
は
承
認
し
た
が
、
九
月
四
日
の
労
農
無
産
協
議
会
の
舎
岡
提
議
は
拒
否
し
た
た
め
、
四
組
禽
の
入
党
も
停

頓
し
た
。
社
大
饗
は
一
〇
月
二
七
日
、
人
民
戦
線
派
の
入
党
を
厳
し
く
排
除
す
る
「
新
入
党
者
並
び
に
新
支
持
団
体
に
関
す
る
通
達
」
を
発
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
末
に
は
労
農
無
産
協
議
会
、
全
評
を
合
同
対
象
か
ら
明
確
に
排
除
、
合
法
左
翼
と
の
合
同
を
挫
折
さ
せ
た
。

　
田
万
清
臣
は
党
書
記
局
は
人
罠
戦
線
排
撃
方
針
と
い
う
情
報
に
対
し
、

　
　
「
大
衆
戦
線
は
麗
在
で
は
す
で
に
理
論
の
問
題
で
な
く
実
践
の
問
題
で
あ
る
」
。
団
協
か
ら
「
支
持
の
申
込
が
あ
り
、
私
が
上
京
し
て
党
本
部
と
も
相
談
の

　
上
異
議
な
く
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
か
ら
万
～
、
一
部
に
さ
う
し
た
考
へ
が
あ
る
と
し
て
も
…
…
左
・
石
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得

　
な
い
、
も
し
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
大
阪
側
と
し
て
は
断
乎
と
し
て
か
Σ
る
動
揺
を
寛
服
し
大
衆
戦
線
の
確
立
に
遽
進
ず
る
決
意
で
あ
る
」
（
『
火
毎
』
3
6

　
　
・
8
・
2
2
）

と
述
べ
た
が
、
　
一
〇
月
四
日
の
全
日
本
労
働
総
同
盟
大
阪
連
合
会
合
同
大
会
で
は
、
「
人
民
戦
線
を
称
え
る
葦
は
戦
線
混
乱
を
導
く
裏
切
行
為

85　（401）



で
あ
る
」
（
『
社
通
』
3
6
・
1
0
・
8
）
と
人
民
戦
線
を
排
撃
し
た
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
九
月
七
日
か
ら
開
か
れ
た
特
高
課
長
会
議
で
人
民
戦
線

弾
圧
意
冤
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
［
○
臼
の
陸
軍
工
廠
の
労
組
弾
圧
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
…
二
月
五
日
に
は
、
党
府
連
幹
部
で
最
も
戦
線
統
…
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

熱
心
で
あ
っ
た
椿
繁
夫
が
検
挙
さ
れ
た
。

　
一
二
月
二
〇
日
か
ら
開
か
れ
た
社
大
憲
第
五
回
全
国
大
会
は
、
麻
生
書
記
長
、
平
野
学
（
出
版
総
務
部
長
）
の
報
告
等
に
よ
り
、
人
民
戦
線
排

撃
方
針
が
固
め
ら
れ
た
。

　
合
法
左
翼
も
含
め
た
戦
線
統
…
に
熱
心
だ
っ
た
の
は
田
万
、
椿
で
あ
る
。
両
名
も
所
属
す
る
全
労
は
、
三
五
年
の
総
同
盟
と
の
合
同
運
動
時

は
熱
心
だ
っ
た
が
、
三
六
年
一
月
一
八
日
の
党
第
四
回
全
国
大
会
で
、
大
阪
連
合
会
長
山
口
常
次
郎
が
、
日
本
交
通
労
働
総
連
盟
、
全
農
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

二
等
が
参
加
し
前
日
開
か
れ
た
「
労
働
組
合
法
小
作
法
獲
得
労
農
大
会
」
に
杉
山
元
治
郎
（
代
議
士
、
全
農
）
が
出
席
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
な

ど
、
幹
部
の
主
流
に
左
翼
団
体
へ
の
好
意
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
党
大
阪
府
連
が
比
較
的
戦
線
統
　
に
積
極
的
だ
っ
た
の
は
、
よ
り
左
翼
的
だ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
支
持
拡
大
（
選
挙
で
の
得
票
増
）
を
期
待

し
た
こ
と
、
内
紛
を
誘
発
す
る
危
険
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
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5
　
日
中
戦
争
の
影
響

　
扁
九
三
七
年
七
月
七
日
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
党
中
央
執
行
委
員
会
は
一
三
日
付
で
党
員
の
自
重
を
求
め
る
指
令
を
発
送
、
讐
北
斗
事

件
」
の
原
因
に
つ
い
て
政
府
当
局
同
様
の
説
明
を
行
っ
た
。
同
時
に
「
特
に
所
属
議
員
に
望
む
」
と
し
て
、
党
を
代
表
す
る
挨
拶
を
要
請
さ
れ

た
場
合
、
発
言
は
「
事
態
蕪
に
到
れ
ば
挙
国
一
致
は
当
然
で
あ
る
」
、
「
我
々
は
真
の
挙
国
一
致
を
要
望
す
る
。
然
し
現
代
日
本
の
政
治
経
済
機

構
の
下
に
於
い
て
は
…
…
資
本
家
階
級
は
軍
需
工
業
の
利
潤
を
独
占
し
、
挙
国
一
致
を
偽
装
挙
国
一
致
な
ら
し
め
る
」
等
と
す
る
よ
う
指
示
し

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
。
大
阪
府
連
は
二
一
日
の
緊
急
委
員
会
で
、
本
部
決
定
の
時
局
に
対
す
る
態
度
を
承
諾
し
た
。

　
八
月
二
六
日
の
臨
時
府
会
で
、
山
口
昌
一
（
全
労
）
は
こ
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
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「
事
戴
二
至
ツ
タ
以
上
ハ
国
民
ハ
其
ノ
立
場
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
、
労
資
、
官
民
共
一
二
臭
ノ
挙
国
『
致
ヲ
以
テ
事
二
当
リ
、
其
ノ
禍
根
ヲ
一
掃
シ
、
以
テ
東
洋

　
平
和
ノ
確
立
ノ
為
二
努
力
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
思
フ
」

と
時
局
協
力
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
コ
部
資
本
家
階
級
ノ
利
潤
ハ
増
大
」
す
る
反
面
、
「
勤
労
階
級
ハ
物
価
騰
貴
カ
ラ
来
ル
所

ノ
生
活
苦
ト
、
長
時
龍
脳
且
ル
所
ノ
労
働
苦
二
対
ス
ル
極
冠
テ
過
大
ナ
ル
負
担
が
課
セ
ラ
レ
テ
居
ル
扁
と
い
う
宗
行
状
態
の
是
正
を
訴
え
た
。

　
一
〇
月
一
九
日
の
中
央
委
員
会
で
は

　
　
「
皇
軍
の
将
兵
は
、
今
や
、
全
支
に
於
い
て
…
…
極
東
平
和
建
設
の
聖
戦
を
進
め
つ
」
あ
る
。
而
も
対
支
問
題
の
後
に
は
対
ソ
対
英
の
問
題
等
の
難
関
が
控

　
　
へ
て
み
る
。
日
本
民
族
が
極
東
に
於
け
る
こ
の
大
業
を
成
就
し
、
そ
の
疑
族
的
使
命
を
達
成
せ
ん
が
為
に
は
、
真
に
挙
国
～
致
全
国
民
大
衆
の
全
力
的
協
力

　
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
す
る
「
戦
時
体
制
遂
行
に
関
し
政
府
激
励
の
件
」
が
可
決
さ
れ
、
さ
ら
に
一
般
報
告
で
、
麻
生
書
記
長
が
、
「
万
国
の
労
働
者
団
結
せ
よ
」

は
「
民
族
を
通
じ
て
の
み
人
類
の
文
化
を
高
め
、
発
展
せ
し
め
て
行
く
」
現
段
階
で
は
合
理
性
を
持
ち
え
な
い
こ
と
、
「
今
回
の
事
変
は
日
本

資
本
主
義
発
展
の
た
め
の
戦
争
で
は
な
く
、
現
状
打
開
、
日
本
民
族
興
亡
を
か
け
る
聖
戦
で
あ
っ
て
、
同
時
に
戦
争
の
要
求
す
る
も
の
は
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
資
本
主
義
を
打
開
す
る
必
然
的
重
要
性
を
も
つ
て
み
る
し
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
一
一
月
一
五
日
に
開
か
れ
た
全
国
大
会
は
、
「
我
党
は
国
体
の
本
義
に
基
き
日
本
国
民
の
進
歩
発
達
を
図
り
以
て
人
類
文
化
の
向
上
を
期
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

等
の
新
綱
領
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
「
政
策
」
中
「
軍
備
縮
少
し
、
「
資
本
主
義
的
帝
国
主
義
侵
略
政
策
の
廃
絶
」
を
削
除
す
る
等
の
変
更
を

　
　
⑳

行
っ
た
。
こ
の
綱
領
「
改
正
」
に
つ
い
て
、
大
阪
府
連
で
は
一
〇
月
一
四
日
、
田
万
清
臣
が
「
反
国
体
的
政
党
な
り
と
誤
伝
せ
ら
れ
将
来
党
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

編
上
支
障
少
か
ら
ず
、
党
を
支
持
す
る
大
衆
の
期
待
に
反
す
る
場
合
多
し
」
と
理
由
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
が
、
「
改
正
」
反
対
派
の
「
激
一

に
よ
る
と
、
麻
生
の
大
阪
で
の
相
談
相
手
は
田
万
、
西
村
栄
一
等
で
、
総
同
盟
系
の
金
正
米
吉
が
反
対
し
た
が
、
全
日
本
労
働
総
同
盟
会
長
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

同
じ
総
同
盟
系
の
松
岡
駒
吉
が
説
得
し
た
と
い
う
。

　
一
一
月
二
八
日
の
大
阪
府
連
大
会
で
も
田
万
が
議
長
挨
拶
の
中
で
、
綱
領
変
更
に
つ
い
て
転
向
説
を
否
定
し
、

87　（403）



　
　
「
結
党
以
来
我
々
の
心
底
に
燃
え
て
い
た
愛
国
の
至
儲
を
一
暦
明
確
に
表
示
し
た
に
過
ぎ
訟
。
立
憲
君
主
政
体
を
支
持
す
る
こ
と
は
決
し
て
プ
ア
ツ
シ
ヨ
で

　
　
　
　
㊨

　
　
は
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　
一
二
月
二
日
の
府
会
で
は
、
松
浦
清
一
（
日
本
海
員
組
合
）
が
社
髄
鞘
の
態
度
に
つ
い
て

　
　
「
『
戦
争
』
ト
云
フ
抽
象
的
ナ
事
実
二
対
シ
マ
シ
テ
ハ
、
ソ
レ
が
資
本
主
義
ノ
侵
略
的
建
前
二
於
テ
行
バ
レ
ル
限
り
ニ
於
テ
ハ
…
…
無
産
階
級
ノ
余
り
ニ
モ

　
大
キ
ナ
犠
牲
ヲ
見
ル
ニ
忍
ビ
ズ
シ
テ
、
　
一
応
批
判
的
ナ
態
度
ヲ
執
ツ
テ
来
タ
コ
ト
モ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
」

と
弁
明
す
る
と
と
も
に
、

　
　
「
今
回
ノ
事
変
二
対
シ
マ
シ
テ
ハ
、
経
済
的
ニ
ハ
艶
本
民
族
ノ
生
存
権
確
立
ノ
為
二
、
思
想
的
ニ
ハ
防
共
ヘ
ノ
堅
固
ナ
ル
陣
地
構
築
ノ
一
戦
ト
シ
テ
、
其
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
必
然
性
ヲ
十
分
諒
解
ノ
上
二
立
ツ
テ
、
政
府
並
二
本
府
当
局
ノ
樹
立
サ
レ
ル
一
切
ノ
方
針
二
協
力
シ
ツ
・
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
松
浦
は
、
資
本
主
義
が
「
昔
ノ
ヤ
ウ
ニ
其
世
界
性
ノ
保
タ
レ
」
た
体
制
か
ら
「
段
々
国
家
主
義
的
ナ
資
本
主
義
形
態
二
変

リ
ッ
・
ア
ル
」
た
め
、
「
或
ル
国
家
ト
他
ノ
国
家
ト
ガ
対
立
ヲ
致
シ
マ
シ
テ
、
戦
争
ヲ
ヤ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
モ
亦
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
で
あ
り
、
「
其
ノ
犠
牲
ヲ
踏
ミ
越
エ
テ
行
ク
所
二
初
メ
テ
人
類
ノ
確
カ
リ
シ
タ
生
活
ノ
幸
セ
ガ
待
ツ
テ
ヰ
ル
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
松
浦
の
発
言
は
、
戦
争
開
始
当
初
の
「
事
態
藪
に
到
れ
ば
」
と
い
う
追
認
的
姿
勢
か
ら
、
「
聖
戦
」
と
位
置
づ
け
戦
争
協
力
へ
の
積
極

的
姿
勢
を
急
速
に
強
め
て
い
っ
た
党
本
部
の
方
針
に
対
応
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
一
二
月
一
五
日
、
人
民
戦
線
事
件
が
起
き
る
と
、
二
二
日
の
中
央
執
行
委
員
会
は
、
連
座
拘
引
中
の
黒
田
寿
男
代
議
士
ら
の
除
名
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
「
人
民
戦
線
派
に
関
係
者
あ
り
と
せ
ば
そ
の
氏
名
を
党
本
部
に
通
知
す
る
と
共
に
連
合
会
は
断
乎
処
断
す
べ
し
偏
と
通
達
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

阪
府
連
執
行
委
員
会
は
二
九
日
、
人
民
戦
線
排
撃
、
党
の
統
制
強
化
に
関
す
る
件
等
を
決
定
し
た
。
三
八
年
二
月
一
日
、
人
民
戦
線
第
二
次
検

挙
が
行
わ
れ
る
と
、
七
日
の
中
央
執
行
委
員
会
は
被
検
挙
党
員
の
除
名
を
決
定
（
但
し
釈
放
後
の
復
党
は
考
慮
）
、
大
阪
で
は
椿
繁
夫
が
除
名
さ
れ

⑮
た
。
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6

国
家
祇
会
主
義
的
画
綱
化
の
背
景

　
社
大
党
大
阪
府
連
は
労
大
党
時
代
、
麻
生
1
1
田
所
ラ
イ
ン
に
よ
る
右
傾
化
策
動
に
反
対
し
た
伝
統
を
持
ち
、
三
三
年
の
「
転
換
期
建
設
政
策
」

に
対
し
て
も
、
そ
の
国
家
社
会
主
義
的
性
格
に
直
ち
に
反
応
し
、
反
対
の
態
度
を
と
っ
た
。
し
か
し
党
勢
不
振
の
中
、
具
体
案
提
示
を
迫
ら
れ

る
と
、
結
局
は
本
部
の
意
図
し
た
も
の
と
同
方
向
の
政
策
し
か
打
ち
出
し
得
な
か
っ
た
。
三
四
年
の
「
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
」
に
対
し
て
は
、

単
純
に
援
軍
を
得
た
と
肯
定
的
に
捉
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
「
二
軍
」
な
ど
実
際
の
運
動
に
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
三

六
年
に
入
る
と
、
二
・
二
六
事
件
、
メ
ー
デ
ー
禁
止
、
陸
軍
工
廠
の
労
組
弾
圧
、
陸
軍
の
制
限
選
挙
綱
論
な
ど
む
し
ろ
反
軍
の
材
料
が
続
出
し

た
。　

大
阪
府
連
が
本
部
と
画
一
的
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
は
、
田
万
の
人
民
戦
線
へ
の
対
応
が
変
化
す
る
三
六
年
秋
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
完

全
に
し
た
の
が
日
中
戦
争
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
画
一
化
の
原
因
は
、
三
三
～
三
四
年
は
党
勢
不
振
打
開
の
必
要
か
ら
、
三
六
年
以
降
は
弾
圧
か

ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
特
に
前
半
の
変
化
の
背
景
に
は
、
大
阪
府
連
の
中
心
的
支
持
労
働
団
体
で
あ
る
全
労
の
右
傾
化
と
議
会
活
動

の
経
験
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
労
は
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
の
第
三
回
全
国
大
会
「
宜
言
」
で
、
「
社
会
大
衆
党
の
現
状
に
就
い
て
見
れ
ば
、
右
翼
的
偏
向
と
質
的

不
統
一
が
多
分
に
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
党
に
対
し
左
翼
的
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、
同
年
一
二
月
六
日
の
府
会
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
全
労

の
中
で
も
平
均
的
な
井
上
良
二
が
次
の
よ
う
な
「
帝
国
主
義
論
」
を
ぶ
っ
た
。

　
　
「
満
州
、
支
那
、
新
シ
イ
所
謂
植
民
地
二
於
テ
大
阪
ノ
産
業
ノ
開
発
ヲ
行
う
ウ
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
此
ノ
予
算
が
組
マ
レ
テ
居
ル
、
…
…
帝
国
主
義
侵
略
ヲ
明
カ

　
　
ニ
援
ケ
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ハ
セ
ヌ
カ
、
…
…
新
京
二
貿
易
館
ノ
分
館
ヲ
設
ケ
ル
、
或
ハ
又
大
阪
商
品
ノ
展
覧
会
ヲ
新
京
デ
催
ス
或
ハ
又
コ
チ
ラ
へ

　
帰
ツ
テ
来
テ
大
ア
ジ
ア
展
覧
会
ト
カ
博
覧
会
ト
以
下
フ
奴
ヲ
ヤ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
、
其
ノ
言
砕
茱
ノ
上
デ
ハ
誠
二
綺
麗
二
言
ツ
テ
居
り
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
事
実

　
　
ハ
是
レ
ハ
帝
国
主
義
侵
略
一
一
ナ
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ス
、
此
ノ
結
果
ハ
デ
ス
ネ
、
戦
争
デ
ス
ヨ
、
斯
ウ
シ
テ
戦
争
ハ
起
ル
ノ
デ
ス
ヨ
、
唯
一
部
少
数
ノ
資
本
象
ガ
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利
潤
ヲ
目
的
ニ
シ
テ
…
…
国
家
ノ
権
力
ト
結
ビ
、
地
方
財
政
ト
結
…
ビ
、
或
ハ
其
ノ
勇
敢
ナ
ル
戦
士
ヲ
植
民
地
二
上
ル
コ
ト
ニ
依
ツ
テ
、
甘
バ
処
二
対
立
国
ト
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
対
立
が
起
り
、
此
ノ
対
立
ノ
激
化
ノ
結
果
ハ
必
然
二
色
ン
ナ
事
件
ヲ
突
発
ス
ル
」

　
し
か
し
こ
の
井
上
も
三
三
年
八
月
に
は
、
「
公
式
的
、
機
械
的
、
場
当
り
的
な
皮
相
な
闘
争
と
な
り
で
少
し
も
敵
の
肺
脇
を
つ
く
闘
争
は
出

来
得
な
い
」
、
「
反
対
物
と
ヨ
リ
強
く
闘
争
す
る
前
提
扁
と
理
由
づ
け
し
て
、
警
察
費
国
庫
下
渡
金
増
額
（
三
五
％
か
ら
警
視
庁
並
の
六
〇
％
に
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

陳
情
団
に
加
わ
り
（
『
壁
塗
』
3
3
・
8
・
2
1
）
、
府
会
で
は
反
戦
発
言
を
せ
ず
、
三
一
年
欝
欝
の
中
学
校
縮
小
論
は
増
設
女
学
校
は
西
北
部
に
配
麗

縷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

せ
よ
と
い
う
実
践
的
議
論
と
な
る
。
全
面
的
に
否
定
し
て
い
た
勧
業
費
も
、
三
四
年
に
は
工
業
奨
励
費
に
対
し
あ
る
工
場
を
指
定
し
て
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
出
す
方
が
有
効
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
対
置
し
、
三
六
年
に
は
貿
易
振
興
策
自
体
に
は
反
対
せ
ぬ
と
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
全
労
自
体
も
三
四
年
四
月
三
日
の
大
阪
金
属
労
働
組
合
大
会
ま
で
反
戦
決
議
を
行
っ
た
も
の
の
、
三
三
年
一
二
月
、
従
来
国
際
労
働
会
議
の

労
働
代
表
、
顧
問
等
を
派
遣
し
な
い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
表
派
遣
を
承
認
し
た
こ
と
（
特
に
大
阪
連
合
会
が
率
先
し

　
　
融
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

て
主
張
）
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
左
翼
性
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
三
三
年
四
月
二
七
日
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
社
説
は
、
四
年
間
の
大
阪
市
会
で
の
無
産
派
の
活
動
に
つ
い
て
、
言
葉
使
い
は
激
越
で
も

当
局
に
痛
手
を
与
え
な
か
っ
た
と
述
べ
、
同
年
一
一
月
一
五
日
の
『
大
阪
無
産
新
聞
』
で
、
大
阪
市
議
庄
健
一
は
「
大
阪
政
界
漫
談
」
の
発
言

者
B
と
し
て
、
「
無
産
派
六
名
中
五
鼎
は
二
年
生
だ
よ
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
だ
け
じ
ゃ
仕
事
は
出
来
な
い
か
ら
ね
」
と
述
べ
た
。
井
上
の

府
会
で
の
立
場
も
そ
う
で
あ
る
が
、
地
方
議
員
は
大
所
高
所
か
ら
の
議
論
を
繰
り
返
し
て
も
成
果
は
得
ら
れ
ず
、
具
体
的
・
現
実
的
政
策
が
要

求
さ
れ
る
。
議
会
進
出
は
そ
れ
だ
け
「
現
実
化
」
を
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
つ
ま
り
全
労
の
右
傾
化
と
地
方
議
会
で
の
経
験
が
党
大
阪
府
連
の
「
現
実
化
」
を
進
め
、
党
本
部
と
の
画
一
化
を
容
易
に
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
こ
れ
ら
を
画
一
化
の
背
景
と
し
て
指
摘
し
た
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
思
う
。
私
は
党
勢
拡
大
と
と
も
に
重
要
性
を
増
し
て
き
た

小
市
民
層
党
員
の
存
在
を
重
視
し
た
い
。
こ
の
小
市
民
層
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
次
章
で
検
討
す
る
。

　
①
例
え
ば
浅
沼
稲
次
郎
を
社
長
と
す
る
『
社
会
新
聞
臣
四
二
号
（
一
九
三
三
年
六
　
　
　
　
月
二
五
日
）
参
照
。
な
お
「
大
衆
イ
ン
フ
レ
」
は
賃
金
三
割
増
、
利
子
引
き
下
げ
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等
に
よ
り
購
買
力
増
か
ら
生
産
を
刺
激
す
る
と
い
う
も
の
、
「
財
政
均
衡
増
税
」

　
は
富
裕
者
に
重
税
を
課
す
こ
と
（
相
続
税
一
〇
倍
増
課
、
財
産
税
三
倍
増
課
、
増

　
価
税
設
定
）
に
よ
り
直
接
税
で
財
源
を
ま
か
な
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②
　
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報
』
一
九
三
三
年
三
月
分
、
五
ニ
ー
五
三
頁
。

③
党
大
阪
府
連
の
中
心
酌
支
持
団
体
は
全
労
、
総
同
盟
、
織
笠
と
言
え
る
が
、
こ

　
の
中
で
最
左
派
の
全
労
が
最
も
彫
響
力
が
大
き
い
。

④
　
同
対
策
に
は
、
浪
速
区
支
部
が
、
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
國
欄
除
主
義
、
フ
ァ
ッ

　
シ
ョ
粉
砕
を
主
張
し
反
対
し
た
（
渡
部
徹
・
木
村
敏
男
監
修
『
大
阪
社
会
労
働
運

　
動
史
』
第
二
巻
、
　
一
九
入
九
年
、
大
阪
社
会
運
動
納
励
ム
万
、
　
一
山
鯉
山
ハ
一
二
頁
腱
拙
錆
桐
）
。

⑤
　
『
大
阪
無
産
新
聞
』
四
四
号
、
一
九
三
三
年
二
月
一
五
日
。
開
催
日
は
『
社

　
会
運
動
通
信
』
一
一
月
＝
二
目
に
よ
る
。

⑥
な
お
五
月
二
五
日
の
常
任
中
央
執
行
委
員
会
で
、
「
政
権
引
渡
し
運
動
」
の
議

　
案
は
「
議
会
解
散
」
、
「
時
局
打
開
の
積
極
政
策
要
求
運
動
」
と
す
る
こ
と
と
な
り

　
（
『
昭
和
九
年
度
社
会
大
衆
党
報
暫
書
』
一
一
一
頁
）
、
六
月
二
四
日
の
中
央
執
行
委

　
員
会
で
は
、
「
斎
藤
内
閣
打
倒
、
議
会
解
散
要
求
運
動
に
関
す
る
件
」
に
統
合
さ

　
れ
、
以
後
こ
の
運
動
は
消
減
す
る
。

⑦
　
一
九
三
三
年
六
月
二
五
日
の
府
連
大
会
の
人
事
で
は
、
執
行
委
員
長
田
万
清
臣
、

　
雷
記
長
稲
葉
房
蔵
と
も
労
大
党
系
、
会
計
浜
田
昌
尾
も
二
九
年
の
社
民
党
分
裂
時

　
の
反
総
同
盟
派
。
ま
た
ゴ
＝
二
年
・
大
阪
市
議
選
良
選
者
曲
名
中
労
大
照
系
四
名
、
三

　
五
年
府
議
選
当
選
者
は
三
名
と
も
労
大
党
系
で
あ
る
。

⑧
　
こ
の
晶
特
里
下
は
、
ω
共
同
戦
線
党
論
の
止
揚
　
②
第
一
ニ
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
と
別
個
の
組
織
で
あ
る
こ
と
の
明
確
化
　
㈹
議
会
主
義
反
対
　
㈹
フ
ァ
ッ
シ
ョ

　
粉
砕
の
た
め
中
間
層
へ
の
具
体
的
働
き
か
け
を
行
う
、
等
で
あ
る
。

⑨
　
『
日
本
労
働
通
信
』
一
九
三
二
年
五
月
二
一
日
。

⑩
同
前
、
五
月
二
〇
日
。

＠
『
社
会
運
動
の
状
況
』
各
年
版
に
よ
る
と
、
全
圏
の
党
員
数
は
三
二
年
の
七
万

　
三
〇
八
名
か
ら
、
三
三
年
六
万
五
四
四
名
、
三
四
年
五
万
七
六
入
○
名
と
下
降
す

　
る
。
大
阪
は
党
員
数
は
増
加
し
て
い
た
と
は
い
え
、
大
阪
市
議
当
選
者
が
二
九
年

　
の
一
｛
名
（
社
畏
党
、
そ
の
他
無
産
派
を
加
え
れ
ば
一
三
名
）
か
ら
ゴ
竺
鳳
年
に
は

　
大
矢
省
三
（
日
本
嗣
家
社
会
党
、
の
ち
社
大
党
に
合
流
）
も
加
え
穴
名
に
減
少
す

　
る
等
、
党
勢
不
振
は
著
し
か
っ
た
。

⑫
『
社
会
大
衆
新
聞
』
六
四
号
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
八
日
。

⑬
矢
次
一
夫
『
昭
和
動
乱
私
史
』
上
巻
、
一
九
七
一
年
、
経
済
往
来
社
、
一
〇
六

　
頁
。

⑭
コ
、
我
党
は
労
働
者
、
農
民
、
一
般
勤
労
大
衆
の
生
活
擁
護
の
為
め
に
戦
ふ
。

　
一
、
我
党
は
資
本
主
義
を
打
破
し
、
無
論
虚
階
級
　
の
解
放
を
㎝
期
す
。
」

⑯
　
こ
の
件
、
『
社
会
運
動
通
信
隔
｝
九
三
闘
年
一
一
月
一
七
臼
に
よ
る
。
な
お
田

　
万
府
連
委
員
長
は
病
欠
。

⑯
こ
の
ほ
か
、
府
会
で
井
上
良
二
が
、
理
事
者
攻
撃
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

　
て
い
る
（
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
隔
｝
九
三
四
年
、
二
〇
五
一
六
頁
）
。

⑰
　
『
改
造
』
一
九
三
六
年
四
月
。

⑱
『
中
央
公
論
』
一
九
三
六
年
四
月
。

⑲
『
労
働
雑
誌
』
一
九
三
六
年
四
月
、
四
九
頁
。

⑳
　
『
帝
国
議
会
誌
』
二
六
巻
、
四
一
i
四
二
頁
。

⑳
　
同
前
、
三
六
一
i
六
二
頁
。
な
お
同
法
案
は
「
不
穏
文
書
臨
時
取
締
法
」
と
し

　
て
、
罰
則
軽
減
と
登
時
立
法
と
し
て
の
性
格
の
明
記
と
い
う
修
正
を
加
え
ら
れ
た

　
の
み
で
成
立
し
た
。

⑫
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
六
年
、
二
四
六
－
四
七
頁
。

⑯
　
二
心
、
二
二
〇
頁
。

⑳
　
　
『
第
七
十
圓
帝
国
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
　
第
七
圓
』
四
七
・
四
九
頁
。

⑳
　
同
前
、
四
九
頁
。

⑯
　
大
阪
府
か
ら
は
、
杉
山
、
田
万
、
川
村
、
塚
本
が
再
選
、
西
尾
末
広
が
返
り
咲

　
き
、
井
上
良
二
が
新
た
に
当
選
し
た
。

⑰
　
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
二
一
一
四
頁
（
久
保
在
久
稿
）
。
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⑱
　
犬
丸
義
一
『
日
本
人
民
戦
線
運
動
史
』
一
九
七
八
年
、
青
木
轡
膚
、
一
二
〇
i

　
三
一
頁
。

⑲
　
こ
の
結
果
、
一
九
三
穴
年
一
月
一
五
日
、
全
日
本
労
働
総
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
。

　
大
阪
は
両
組
合
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
強
く
、
一
〇
月
十
日
に
至
り
、
よ
う
や
く
大

　
阪
連
合
会
合
同
大
会
が
開
か
れ
た
（
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
一
八

　
三
一
一
τ
三
五
頁
翻
拙
稿
）
。

⑳
　
結
局
、
全
評
以
外
は
申
し
込
み
、
一
〇
月
一
一
日
の
党
大
阪
府
連
大
会
で
は
、

　
大
阪
市
主
従
の
松
田
長
左
衛
門
が
本
部
役
員
に
選
ば
れ
、
大
阪
木
材
労
働
組
局
の

　
指
轟
者
長
壁
準
之
助
も
代
議
員
と
し
て
出
席
し
た
。
ま
た
全
農
の
田
辺
納
は
九
月
、

　
党
岸
和
田
支
部
を
結
成
し
た
。

⑳
　
神
田
文
人
『
日
本
の
統
一
戦
線
運
動
』
一
九
七
九
年
、
青
木
書
店
、
九
八
一
一

　
〇
四
頁
。

⑫
　
　
「
共
産
党
と
の
闘
係
稀
薄
」
と
し
て
月
山
に
釈
放
さ
れ
る
（
岩
村
登
志
夫
『
臼

　
本
人
民
戦
線
史
序
説
』
一
九
七
一
年
、
狡
倉
書
房
、
一
八
八
頁
）
。

⑳
　
『
社
会
運
動
通
信
』
　
一
九
三
六
年
一
月
二
一
日
、
『
労
働
週
報
』
四
二
二
号
、

　
一
月
二
四
日
。
な
お
椿
繁
夫
は
も
と
関
西
労
働
組
合
総
連
盟
所
属
で
、
三
四
年
七

　
月
に
合
同
し
全
労
に
加
わ
っ
た
別
系
統
の
人
物
で
あ
る
。

⑭
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
外
購
月
報
』
一
九
三
七
年
七
月
分
、
｝
〇
三
一

　
四
頁
。

⑳
司
法
省
刑
事
局
思
想
部
『
思
想
月
報
』
五
週
号
、
　
九
三
八
年
八
月
、
一
＝

　
頁
。

⑳
　
　
『
臨
時
大
阪
府
会
速
記
録
隠
一
九
三
七
年
・
八
月
、
七
一
二
…
七
四
頁
。

⑰
　
　
『
社
会
大
衆
新
聞
』
一
〇
〇
号
、
　
一
九
三
七
年
一
〇
月
三
一
日
、
『
社
会
運
動

　
の
状
況
』
一
九
三
七
年
版
、
六
〇
〇
頁
。

⑱
　
　
『
社
会
大
衆
新
聞
』
一
〇
二
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
三
〇
日
。

⑳
　
　
『
思
想
月
報
賑
五
〇
号
、
　
一
九
三
八
年
八
月
、
　
一
一
三
i
一
六
頁
。

⑩
　
「
社
大
、
全
総
、
大
阪
地
方
晋
年
有
志
懇
談
会
」
の
一
九
三
七
年
一
一
月
～
七

　
日
付
「
微
」
（
『
特
高
外
罰
月
報
臨
一
九
三
八
年
一
月
分
、
七
五
一
七
七
頁
）
。
な

　
お
金
正
は
全
日
本
労
働
総
同
盟
関
西
労
働
阿
盟
会
主
事
、
大
阪
の
総
同
盟
系
で
は

　
西
尾
末
広
に
次
ぐ
ナ
ン
バ
ー
2
で
あ
る
。

＠
　
『
労
働
遍
報
』
五
一
七
号
、
一
九
三
七
年
＝
一
月
三
日
。

＠
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
七
年
、
一
三
四
頁
。

⑬
同
前
、
；
孟
頁
。

⑭
　
　
『
特
高
外
事
月
報
』
一
九
一
二
丁
年
一
月
分
。

⑯
　
同
前
、
　
一
九
一
二
華
年
・
二
月
分
、
　
一
〇
一
百
ハ
。
な
お
一
畳
は
＝
一
月
に
至
り
起
訴
猶

　
予
で
釈
放
さ
れ
復
党
す
る
（
椿
繁
夫
『
水
脈
遠
く
i
五
十
年
風
雪
の
道
』
一
九

　
八
三
年
、
新
時
代
社
、
八
一
頁
）
。

⑯
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
二
年
、
二
五
七
頁
。

⑰
　
中
学
校
は
実
社
会
に
役
立
た
ぬ
人
聞
を
作
っ
て
お
り
、
校
舎
を
建
て
る
費
用
で

　
無
宿
者
の
た
め
の
住
宅
を
建
て
、
一
五
校
を
一
校
に
ま
と
め
れ
ば
良
い
と
主
張
し

　
た
（
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
…
年
一
二
月
二
日
、
三
四
七
！
四
九
頁
）
。

⑱
　
『
通
常
火
阪
府
会
学
務
部
予
算
委
員
会
速
記
録
』
一
九
一
二
三
年
一
二
月
一
四
日
、

　
二
〇
二
頁
。

⑲
貿
易
館
費
に
対
し
て
は
、
利
用
す
る
の
は
大
資
本
家
、
大
商
人
だ
と
反
対
、
産

　
業
能
率
研
究
所
に
対
し
て
は
、
高
能
率
化
は
会
社
の
配
当
、
重
役
の
選
入
を
増
や

　
し
、
労
働
者
の
賃
下
げ
、
首
切
り
を
招
く
だ
け
だ
と
反
対
し
た
（
『
通
常
大
阪
府

　
会
速
記
録
』
一
九
三
一
年
一
二
月
二
三
、
三
八
ニ
ー
八
四
頁
）
。

⑳
　
『
逓
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
四
年
一
二
月
一
五
日
、
一
八
五
頁
。

＠
　
　
『
臨
隠
大
阪
府
会
三
下
録
』
一
九
三
六
年
九
月
一
六
日
、
五
七
頁
。

⑫
　
　
「
資
本
家
地
主
の
た
め
の
戦
争
反
対
に
関
す
る
件
」
を
可
決
し
た
。
同
年
九
月

　
＝
ハ
日
の
大
阪
連
合
会
大
会
で
は
、
会
場
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
資
本
家
地
主
の
為
の

　
戦
争
反
対
」
が
「
曇
日
ノ
注
意
ニ
ョ
リ
自
発
的
撤
去
」
さ
れ
た
（
協
調
会
大
阪
支

　
所
「
全
圏
労
働
火
阪
連
合
会
大
会
ノ
件
」
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
二
日
）
。

㊥
　
全
労
の
隅
際
労
働
会
議
に
対
す
る
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
村
山
重
忠
「
国
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際
労
働
会
議
と
労
働
組
合
－
全
国
労
働
組
合
同
盟
の
場
合
1
」
（
『
社
会
労
働

　
研
十
九
』
　
一
二
巻
一
二
口
写
、
　
一
九
六
六
隔
ヰ
）
参
昭
…
。

⑳
　
全
国
労
働
組
合
同
盟
大
阪
連
合
会
『
昭
和
九
年
度
大
会
議
案
並
報
告
書
』
一
六

　
頁
。

㊥
　
全
労
大
阪
連
合
会
の
右
傾
化
に
つ
い
て
は
、
三
輪
泰
史
「
森
戸
辰
男
と
大
阪
の

　
労
働
運
動
－
中
間
派
の
挫
折
と
転
向
1
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
〇
九
号
、
一

　
九
八
五
年
ご
一
月
）
の
七
二
一
七
七
頁
で
明
瞭
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
　
小
市
民
層
党
員
の
位
置

1
　
小
市
民
的
要
素
の
拡
大

社会大衆党の国家社会主義的画一化と小市民（小；泉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
小
市
民
層
へ
の
入
党
の
働
き
か
け
は
、
社
大
党
の
一
方
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
社
民
党
結
成
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
。
労
組
が
選
挙
費
用
を

負
担
し
き
れ
な
い
と
い
う
事
情
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
立
候
補
者
に
労
組
員
ぽ
か
り
並
ば
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
は
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
社

民
党
立
候
補
者
の
内
訳
は
、
一
九
二
九
年
大
阪
市
議
選
で
は
一
四
親
中
労
組
関
係
六
名
、
弁
護
士
単
名
、
市
民
十
五
名
、
同
年
の
東
京
市
議
選

で
は
七
名
と
も
黒
門
組
員
で
あ
っ
た
。
市
民
層
獲
得
へ
の
配
慮
は
、
東
京
の
神
田
支
部
結
成
で
、
総
同
盟
の
内
田
藤
七
が
「
市
民
層
の
多
い
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

田
区
に
於
け
る
将
来
を
考
へ
、
支
部
役
員
の
要
職
を
固
辞
」
し
た
点
に
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
支
持
基
盤
の
拡
大
を
意
図
し
て
、

二
九
年
二
月
、
全
国
俸
給
者
組
合
を
結
成
（
大
阪
は
九
月
結
成
）
、
社
民
党
か
ら
分
裂
し
た
全
国
民
両
党
も
、
三
〇
年
一
月
、
全
日
本
小
売
商
人

　
③

連
盟
を
組
織
し
た
。

　
一
九
三
〇
年
宋
頃
よ
り
反
百
貨
店
運
動
が
昂
揚
し
、
三
一
年
二
月
に
は
大
阪
小
亮
商
人
擁
護
連
盟
が
創
立
さ
れ
、
全
大
阪
小
売
商
人
大
会
が

　
　
　
④

開
か
れ
る
。
こ
の
中
か
ら
、
三
月
、
全
日
本
商
工
党
が
結
成
さ
れ
た
。
各
無
産
政
党
も
反
百
貨
店
運
動
は
政
策
と
し
て
お
り
、
安
部
墨
型
社
民

党
委
員
長
が
中
堅
建
設
同
盟
（
同
時
期
に
結
成
さ
れ
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
の
一
つ
）
に
「
同
情
と
後
援
と
を
惜
ま
な
い
」
と
述
べ
、
西
尾
末
広
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

鼠
壁
商
工
党
に
合
併
を
勧
誘
し
た
と
い
う
が
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
党
側
が
無
産
政
党
を
「
わ
が
国
情
を
破
壊
す
る
」
と
見
る
間
は
、
無
産
政
党
の

市
民
層
へ
の
進
出
は
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。
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⑥

　
社
大
党
は
一
九
三
二
年
七
月
の
結
成
時
よ
り
「
市
民
委
員
会
」
を
設
澱
、
同
年
八
月
二
二
日
に
は
早
速
東
京
で
中
小
商
工
業
者
生
活
防
衛
市

民
大
会
を
開
催
し
た
。
東
京
江
東
地
区
で
は
三
三
年
中
頃
に
は
、
本
所
区
に
「
大
衆
同
志
会
し
、
「
民
衆
ク
ラ
ブ
し
、
深
川
区
に
門
大
衆
親
交
会
レ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
江
東
相
互
会
」
、
「
借
地
人
互
助
会
扁
、
「
江
菓
交
友
会
」
、
「
深
川
市
民
ク
ラ
ブ
」
な
ど
多
数
の
地
域
に
密
着
し
た
市
民
組
織
を
生
み
出
し
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

阪
で
は
西
村
栄
一
が
中
心
と
な
り
、
「
祉
長
や
専
務
と
対
談
し
て
も
差
支
え
な
」
い
穏
健
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し
て
生
命
保
険
従
業
員
七

二
〇
名
を
獲
得
、
一
〇
月
九
日
、
「
全
国
生
命
保
険
従
業
員
組
合
扁
を
結
成
し
た
（
『
社
通
』
3
3
・
1
0
・
1
4
）
。

　
し
か
し
社
大
党
が
市
民
層
獲
得
に
は
っ
き
り
と
効
果
を
あ
げ
始
め
る
の
は
三
五
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
八
月
五
日
の
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
社
説
は
、
「
台
頭
気
構
の
大
衆
党
」
と
題
し
、
中
小
商
工
業
者
の
支
持
を
加
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
九
～
一
〇
月
の
府
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

議
選
で
は
そ
の
通
り
大
躍
進
し
た
。
三
六
年
に
は
、
七
月
二
日
、
日
本
俸
給
者
協
会
を
結
成
（
理
事
長
西
村
栄
一
）
、
＝
月
一
一
日
、
「
大
阪
市

　
　
　
　
　
⑪

民
商
工
会
議
所
」
を
結
成
し
（
東
京
は
一
〇
月
に
「
里
並
市
民
団
体
連
合
会
」
結
成
）
、
ま
す
ま
す
市
民
層
組
織
に
力
を
入
れ
、
官
憲
も
「
一
般
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

層
に
於
け
る
組
織
相
当
拡
大
せ
ら
れ
た
る
や
に
見
受
け
ら
る
」
と
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
三
五
年
以
降
の
支
持
拡
大
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
は
市
民
層
獲
得
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
地
方
議
会
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や

大
衆
闘
争
が
通
用
せ
ず
、
具
体
的
、
現
実
的
政
策
が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
税
、
金
融
な
ど
実
際
的
知
識
に
秀
で
る
小
市
民
層
出
身
議
員
（
三
～
四
割

　
　
　
⑬

台
を
占
め
る
）
の
重
要
性
が
増
す
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
で
小
帯
民
層
党
員
の
発
書
力
が
高
ま
れ
ば
、
党
の
方
針
を
変
質
さ
せ
な
い
ま
で
も
、
あ

る
方
向
、
傾
向
を
強
め
る
等
の
影
響
を
与
え
そ
う
で
あ
る
。

　
以
下
、
小
市
民
層
党
員
の
思
想
は
ど
の
よ
う
な
特
微
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
個
人
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
が
党
方
針
の
ど
の
方
向

に
加
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
位
置
づ
け
て
み
る
。
た
だ
相
当
量
の
発
言
等
が
残
さ
れ
て
い
る
人
物
で
な
け
れ
ぼ
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
庄
健
一
、
稲
葉
房
蔵
、
中
田
政
三
の
三
名
に
限
定
す
る
。
庄
は
地
域
密
着
の
活
動
家
、
稲
葉
は
強
い
議
員
志
向
を
持
ち
党
運
営
に

意
欲
的
な
活
動
家
、
中
田
は
党
勢
拡
大
に
と
も
な
う
中
途
入
党
者
と
い
う
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
。
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2
　
小
市
民
層
党
員
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

GQ

ｯ
健
開
　
　
一
八
八
五
年
生
ま
れ
、
神
戸
一
中
卒
業
。
日
露
戦
争
当
時
の
戦
傷
病
者
に
対
す
る
冷
遇
が
戦
争
反
対
へ
の
動
機
と
な
っ
た
と
い

う
。
お
で
ん
屋
を
営
み
、
一
九
二
九
年
か
ら
無
産
派
の
弱
い
南
区
で
大
阪
市
議
に
当
選
。
三
〇
年
一
月
、
全
国
民
衆
党
支
持
の
「
全
日
本
小
売

商
人
連
盟
」
結
成
で
主
事
と
な
り
、
デ
パ
ー
ト
進
出
へ
の
対
抗
の
た
め
商
品
券
税
設
置
を
運
動
。
三
三
年
一
〇
月
、
「
全
国
生
命
保
険
従
業
員

組
合
扁
結
成
で
申
央
委
員
、
三
六
年
一
一
月
置
「
大
阪
市
民
商
工
会
議
所
」
設
立
で
理
事
に
な
る
等
、
党
の
市
民
層
組
織
に
は
必
ず
関
与
し
た
。

ま
た
基
盤
と
な
る
無
産
団
体
の
な
い
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
住
民
運
動
に
は
積
極
的
に
関
与
し
、
三
二
年
一
〇
月
の
御
津
小

　
　
　
⑮

学
校
事
件
（
訓
導
が
体
罰
で
児
童
に
傷
害
を
負
わ
す
）
で
は
市
会
で
取
り
上
げ
、
地
元
南
炭
屋
町
主
催
で
学
校
当
局
糾
弾
の
演
説
会
を
開
く
等
活
躍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

三
三
年
七
～
八
月
、
松
坂
屋
工
事
に
よ
る
井
戸
水
澗
渇
に
対
す
る
損
害
賠
償
要
求
の
住
民
運
動
を
指
導
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
庄
の
立
場
は
元
来
穏
健
で
あ
り
、
庄
を
主
幹
と
す
る
『
大
阪
無
産
新
聞
』
も
発
禁
は
第
三
号
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
三
年
二
月
の

大
阪
市
予
算
案
に
対
す
る
批
判
は
、
「
三
パ
ー
セ
ン
ト
位
の
新
規
社
会
施
設
は
労
働
市
民
の
生
活
不
安
の
□
〔
一
字
不
明
〕
に
沿
は
な
い
二
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
ら
の
目
薬
で
あ
っ
て
、
其
の
後
れ
た
る
を
悔
ゆ
る
日
は
一
年
を
経
た
な
い
う
ち
に
来
る
で
あ
ら
う
」
と
い
う
も
の
で
、
全
面
的
反
紺
で
よ
し

と
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
庄
が
こ
の
よ
う
な
階
級
的
立
場
を
明
確
に
薄
め
た
時
期
は
、
前
章
6
節
で
紹
介
し
た
「
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反

対
だ
け
じ
ゃ
仕
事
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
た
同
年
一
一
月
頃
で
あ
ろ
う
。

　
同
年
＝
一
月
五
日
の
『
大
阪
無
産
新
聞
』
（
四
五
号
）
の
「
社
告
」
は

「
本
紙
は
革
命
を
旗
印
と
し
な
い
革
新
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
み
る
　
従
っ
て
そ
の
使
命
が
労
資
協
調
で
あ
り
産
業
奨
励
で
あ
り
経
済
及
政
治
其
他
の
社
会
機

構
の
改
革
で
あ
る
こ
と
は
左
右
両
翼
の
前
衛
隊
諸
君
に
あ
き
た
ら
な
い
点
の
多
い
こ
と
を
承
認
す
る
。

留
今
日
の
正
義
を
求
め
新
に
愛
国
愛
市
の
日
本
人
と
し
て
現
今
の
世
相
の
矛
盾
を
体
験
せ
ら
れ
る
諸
君
へ
の
日
常
の
食
糎
の
一
部
分
を
提
供
す
れ
ば
本
紙

の
意
義
を
全
ふ
…
…
」
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と
述
べ
、
「
労
資
協
調
」
を
自
認
し
た
。

　
三
四
年
に
入
る
と
、
地
下
街
の
必
要
性
を
訴
え
、
心
斎
橋
、
戎
橋
商
人
の
反
対
論
を
「
認
識
不
足
」
、
「
百
貨
店
と
小
売
商
人
と
が
連
合
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

小
市
民
の
没
落
行
進
譜
を
吹
奏
し
て
み
る
」
と
批
判
し
た
。

　
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
発
表
さ
れ
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
積
極
的
評
価
を
行
い
、
亀
井
貫
一
郎
の
以
下
の
発
言
を
紹
介
し
た
。

　
　
「
国
粋
会
や
少
壮
軍
部
の
連
申
は
国
家
改
革
の
念
に
燃
え
て
み
る
よ
、
今
日
は
入
党
と
い
ふ
や
う
な
形
式
問
題
よ
り
、
志
を
同
じ
く
す
る
も
の
は
、
握
手
し

　
　
て
資
本
事
情
の
改
革
を
実
際
化
す
る
の
だ
よ
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
マ
ル
ク
ス
を
振
り
廻
し
た
位
で
は
国
民
は
躍
ら
な
い
　
実
際
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
政
治
じ

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

　
　
や
な
い
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
発
言
に
、
庄
も
共
感
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
『
大
阪
無
産
新
聞
』
は
麻
生
久
や
亀
井
の
諸
論
を
掲
載
、
同
紙
も
「
具
体
的
打
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

策
を
持
た
な
い
抽
象
論
は
国
民
は
見
向
き
も
し
な
い
の
が
現
代
政
治
の
特
長
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
市
政
に
対
し
て
も
是
々
非
々
主
義
を
強
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

翌
三
五
年
三
月
に
は
小
学
校
の
授
業
料
徴
収
に
つ
い
て
、
「
今
日
の
制
度
で
は
…
…
止
む
を
得
な
い
と
い
ふ
結
論
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
よ
」

と
述
べ
た
。

　
三
五
年
六
月
、
『
大
阪
無
産
新
聞
』
は
『
大
阪
都
民
新
聞
』
と
改
題
さ
れ
た
。
庄
は
「
改
題
の
辞
」
で
、
「
新
聞
の
本
質
が
変
更
せ
ら
れ
た
の

で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
「
暴
露
と
闘
争
が
必
要
な
時
代
か
ら
、
整
理
と
闘
争
が
必
要
な
聴
代
が
生
れ
る
。
三
万
の
労
働
組
合
員
だ
け
の
力
で
は
大
阪
市
二
百
五
十
万
の
小
市
罠
更
生

　
　
は
不
可
能
で
あ
る
、
言
ひ
換
へ
る
と
労
働
組
合
運
動
が
政
治
的
、
文
化
的
に
進
出
し
て
小
市
民
層
と
握
手
し
な
け
れ
ば
解
放
の
成
果
は
期
待
し
得
ら
れ
な
い
。

　
　
同
業
組
合
、
青
年
団
、
軍
人
会
、
衛
生
組
合
、
町
内
会
等
々
の
自
治
体
の
中
堅
と
握
手
し
て
、
新
興
勢
力
と
横
の
結
成
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
と
だ
け
で
、
日
本
を
革
憂
し
や
う
と
す
る
、
民
族
無
視
の
公
式
論
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左
翼
闘
士
の
所
謂
転
向
は
官

　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
権
の
圧
力
に
よ
る
空
言
と
見
る
は
日
本
人
の
本
質
を
知
ら
な
い
小
児
病
者
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
同
紙
は
全
日
本
労
働
総
同
盟
綱
領
を
「
修
養
主
義
を
取
り
入
れ
た
る
は
一
大
進
境
」
と
評
価
し
、
粛
正
選
挙
、
脱
税
疑
獄
等
既
成
政
党
に
対
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⑰

す
る
攻
撃
を
「
公
武
合
体
論
者
と
尊
王
壌
夷
論
者
が
合
体
し
て
明
治
政
府
を
造
っ
た
維
新
の
時
代
を
連
想
せ
し
め
る
」
と
評
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
庄
は
三
三
年
後
半
、
現
実
的
対
応
か
ら
階
級
性
を
一
層
薄
め
、
「
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
以
降
、
麻
生
久
、
亀
井
貫
一
郎
の
本

部
主
流
派
と
の
共
感
を
強
め
た
。

働
稲
葉
房
蔵
　
　
一
八
九
〇
年
生
ま
れ
・
東
京
薬
専
卒
の
薬
剤
晦
。
も
と
社
民
党
だ
っ
た
が
・
二
九
年
大
阪
市
議
選
で
推
薦
を
得
ら
れ
ず
・
脱

党
し
て
四
〇
名
で
「
勤
労
党
」
を
結
成
し
東
淀
川
区
か
ら
立
候
補
し
た
が
八
一
〇
票
で
落
選
し
た
（
定
数
六
で
一
三
位
）
。
三
〇
年
一
月
、
全
国

民
衆
党
に
参
加
、
全
国
民
衆
党
は
七
月
、
舎
修
し
て
全
国
大
衆
党
と
な
る
が
、
稲
葉
は
五
十
嵐
辰
三
郎
、
甲
斐
績
と
と
も
に
全
国
大
衆
党
系
薬

剤
師
を
糾
合
し
、
三
一
年
四
月
、
「
全
国
無
産
薬
剤
師
組
合
」
を
結
成
し
た
。
三
三
年
か
ら
府
遵
書
記
長
、
三
三
年
大
阪
市
議
、
三
五
年
府
議

に
当
選
、
敗
戦
ま
で
両
議
員
を
兼
職
し
た
。
非
常
に
議
員
志
向
の
強
い
人
物
と
い
え
る
。

　
三
五
年
の
府
県
会
議
員
選
挙
で
党
本
部
は
「
府
県
経
済
会
議
」
を
重
点
政
策
と
し
た
。
こ
れ
は
三
〇
名
に
よ
る
常
設
機
関
で
知
事
が
三
分
の

一
以
内
を
任
命
し
、
残
り
は
労
働
、
農
民
、
技
術
者
、
資
本
家
、
地
主
の
各
団
体
、
同
業
組
合
、
産
業
組
合
よ
り
互
選
、
こ
の
会
議
の
決
定
事

項
が
三
度
府
県
会
に
提
出
さ
れ
れ
ぽ
府
県
会
は
可
決
の
義
務
を
負
う
と
い
う
、
三
三
年
の
転
換
期
建
設
政
策
の
府
県
版
と
で
も
い
う
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
。
本
部
は
選
挙
後
も
経
済
会
議
は
「
全
国
的
共
通
題
目
…
…
全
国
各
府
県
会
に
お
い
て
決
議
す
る
や
う
主
要
努
力
を
注
」
げ
と
重
視
し
、

稲
葉
も
当
選
直
後
か
ら
「
経
済
調
査
会
の
組
織
」
に
働
く
と
述
べ
（
『
大
朝
』
3
5
・
9
・
2
7
）
、
一
二
月
六
日
の
府
会
で
設
置
を
要
請
し
た
。
し
か

し
全
労
の
井
上
良
二
、
山
口
昌
一
両
府
議
は
こ
れ
に
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。

　
府
会
で
の
発
言
内
容
は
分
担
さ
れ
て
い
る
と
い
う
薗
も
あ
ろ
う
が
、
一
〇
月
三
一
日
頃
の
府
連
執
行
委
員
会
で
各
候
補
者
の
演
説
方
針
が
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
っ
て
い
る
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
全
労
二
名
と
の
個
性
の
相
違
が
反
映
し
て
い
る
と
見
た
い
。

　
ま
た
｝
一
月
二
八
日
の
大
阪
市
電
自
助
会
大
会
で
の
稲
葉
の
祝
辞
は

　
　
「
日
本
資
本
主
義
が
…
…
崩
壊
し
な
い
の
は
無
産
団
体
の
勢
力
が
微
弱
だ
か
ら
だ
。
軍
隊
内
部
に
も
資
本
主
義
に
反
対
す
る
気
運
が
作
ら
れ
て
み
る
、
我
々

　
は
全
反
資
本
主
義
団
体
を
一
丸
と
し
て
闘
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
『
社
通
』
3
5
・
1
2
・
3
）

97　（413）



と
い
う
、
麻
生
久
的
視
点
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
五
年
頃
よ
り
党
本
部
は
盛
ん
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
政
策
の
浸
透
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

図
っ
た
。
ま
た
麻
生
も
個
人
誌
『
解
放
』
を
各
支
部
に
送
付
し
て
い
た
。
稲
葉
は
本
部
方
針
を
良
く
吸
収
し
議
論
に
反
映
さ
せ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
ま
た
既
成
政
党
批
判
は
厳
し
い
も
の
の
、
官
僚
へ
の
批
判
的
態
度
に
欠
け
る
。
例
え
ば
、
「
安
井
知
事
ハ
所
謂
進
ン
ダ
頭
ノ
方
デ
ア
リ
マ
シ

⑳テ
」
等
と
知
事
や
警
察
部
長
に
お
上
手
を
言
っ
た
り
、
「
最
近
青
年
団
ノ
指
導
方
針
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
、
所
謂
官
僚
フ
ア
ツ
シ
ヨ
式
ト
云
フ
ノ
デ

ス
カ
、
兎
二
君
或
程
度
霊
長
常
二
統
制
が
執
レ
テ
来
マ
シ
タ
、
｝
面
非
常
二
結
構
…
…
」
等
と
い
う
言
葉
は
従
来
の
社
無
党
で
は
考
え
に
く
い
。

官
僚
が
選
挙
粛
正
、
脱
税
疑
獄
に
よ
り
既
成
政
党
に
大
打
撃
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
官
僚
に
対
す
る
甘
い
考
え
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
稲
葉
の
国
家
、
官
僚
と
の
思
想
の
一
致
は
ま
す
ま
す
進
む
。

　
三
八
年
九
月
一
二
日
、
前
田
種
男
（
大
阪
市
議
、
聖
心
魍
系
）
の
国
旗
破
殿
事
件
が
起
こ
っ
た
。
事
件
の
概
略
は
、
前
田
が
出
征
す
る
知
己
に
、

大
阪
市
長
の
「
祈
武
運
長
久
」
と
揮
毫
し
た
国
旗
を
贈
ろ
う
と
、
市
会
事
務
局
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
が
、
受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
、
代
筆
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
憤
激
の
余
り
国
旗
を
破
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
市
会
他
派
議
員
は
こ
れ
を
問
題
化
し
、
社
大
甲
府
連
も
処
分
を
検
討
し
た
。

総
同
盟
系
の
西
尾
末
広
ら
は
こ
れ
以
上
の
貴
任
追
及
不
要
論
、
田
万
清
臣
府
連
委
員
長
ら
は
党
本
部
役
員
辞
職
勧
告
論
、
全
労
系
の
井
上
良
二

ら
は
市
議
辞
職
勧
告
論
を
唱
え
る
中
、
稲
葉
房
蔵
、
岩
田
襲
（
大
阪
市
議
、
印
刷
業
）
ら
小
市
民
層
は
最
強
硬
の
党
除
名
論
を
主
張
、
結
局
党
役

員
権
停
止
に
決
定
し
た
が
、
不
満
の
稲
葉
ら
小
市
民
層
は
「
社
大
開
尊
王
同
盟
」
を
結
成
し
、
微
文
を
配
布
し
た
た
め
、
稲
葉
、
岩
田
、
侵
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

松
太
郎
（
機
械
工
具
販
売
）
は
本
部
役
員
権
停
止
処
分
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
翌
三
九
年
八
月
、
伊
藤
の
率
い
る
西
区
支
部
が
府
連
幹
部
の
時
局
不
認
識
的
行
動
を
理
由
に
脱
党
、
大
日
本
青
年
党
加
入
を
決
議
し
た
。
こ

の
真
因
は
府
議
候
補
に
伊
藤
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

伊
藤
と
同
時
に
除
名
さ
れ
た
岩
田
も
、
七
月
の
大
日
本
青
年
党
主
催
の
反
英
国
民
大
会
に
参
加
し
て
お
り
（
『
大
朝
』
3
9
．
7
．
2
5
）
、
稲
葉
も
解

党
ま
で
社
大
党
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
青
年
党
に
近
い
見
地
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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社会大衆党の国家社会主義的画一・一・化と小市民（小泉）

　
府
会
で
は
、
三
八
年
一
二
月
、
村
尾
重
雄
（
総
同
盟
系
）
が
産
業
報
国
会
に
つ
い
て
種
々
の
注
文
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
池
田
濤
知
事
は
従
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

員
に
偏
重
で
あ
る
、
労
働
時
間
の
長
さ
等
を
言
う
の
は
個
人
主
義
と
い
う
強
硬
な
答
弁
を
行
っ
た
。
稲
葉
は
五
日
後
、
村
尾
の
た
め
弁
明
を
行

い
、
理
事
者
を
「
人
格
者
」
、
「
議
員
型
深
ク
ア
ナ
タ
方
ヲ
信
頼
」
等
と
大
い
に
持
ち
上
げ
た
後
、
労
働
者
が
長
期
戦
に
耐
え
る
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
の
重
要
性
は
指
摘
し
た
が
、
発
言
の
中
心
は
社
大
仁
が
政
府
の
革
新
政
策
に
他
派
よ
り
率
先
し
て
協
力
し
て
来
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
翌
三
九
年
、
山
口
昌
一
は
産
報
懇
談
会
等
へ
の
労
働
者
代
表
の
必
要
性
や
心
墨
支
部
の
問
題
点
を
訴
え
た
が
、
稲
葉
に
労
働
巻
保
護
の
観
点

は
見
ら
れ
ず
、
四
〇
年
に
は
、
「
報
酬
ヲ
貰
フ
カ
ラ
働
ク
ノ
働
タ
カ
ラ
報
酬
ヲ
貰
ヘ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
ソ
ン
ナ
観
念
ハ
今
日
ノ
日
本
デ
ハ
イ
カ

　
⑯

ナ
イ
」
と
述
べ
た
。

　
労
組
出
身
者
に
は
、
戦
時
下
で
も
労
働
時
間
制
限
や
栄
養
問
題
な
ど
、
精
神
主
義
に
対
立
す
る
側
面
が
あ
る
が
、
稲
葉
に
そ
の
特
徴
は
な
く
、

四
四
年
に
は
、
結
核
撲
滅
に
関
連
し
、
特
攻
隊
の
こ
と
を
話
し
「
起
ち
上
が
れ
」
と
言
う
と
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
例
も
あ
る
と
述
べ
、
精

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

神
主
義
的
治
療
を
提
唱
、
ま
た
朝
鮮
人
に
内
地
で
は
朝
鮮
語
を
使
用
さ
せ
な
い
こ
と
を
提
案
す
る
等
、
無
産
派
の
片
鱗
す
ら
見
せ
な
く
な
っ
た
。

㈲
三
田
政
三
　
　
一
八
九
二
年
生
ま
れ
。
　
一
九
三
五
年
八
月
一
五
日
の
『
大
阪
都
民
新
聞
』
（
六
五
号
）
に
よ
る
と
、
「
学
歴
は
中
学
校
を
三
つ

大
学
を
二
つ
代
っ
た
」
が
「
正
式
に
学
校
を
卒
業
し
て
み
な
い
」
、
「
大
正
十
二
年
血
道
頓
堀
新
羅
橋
畔
に
フ
ラ
ン
ス
バ
ー
を
創
業
」
、
「
且
っ
て

御
津
在
郷
軍
人
会
副
会
長
」
を
務
め
、
「
現
在
島
之
内
管
内
カ
フ
エ
ー
組
合
副
理
事
長
」
、
「
政
界
進
出
を
噂
さ
れ
だ
し
た
の
は
一
〔
、
〕
二
年
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
こ
と
」
で
あ
る
。
前
年
、
庄
と
「
十
有
七
年
の
知
己
」
と
あ
る
の
で
、
庄
の
関
係
か
ら
入
党
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
庄
の
「
社
大
党
の
市

民
部
の
方
針
と
完
全
に
一
致
し
て
み
る
」
と
い
う
中
田
評
か
ら
見
て
、
三
五
年
八
月
段
階
で
は
未
加
入
か
も
知
れ
な
い
。

　
九
月
の
府
会
議
員
選
挙
で
南
区
か
ら
立
候
補
し
次
点
と
な
る
が
、
脱
税
疑
獄
で
収
容
さ
れ
た
辻
阪
信
次
郎
元
府
会
議
長
が
三
六
年
一
月
、
自

殺
し
た
た
め
、
繰
り
上
げ
当
選
し
た
。
三
九
年
の
府
議
選
で
は
次
点
。
そ
の
後
、
四
〇
年
九
月
六
日
、
皇
道
翼
賛
関
西
青
年
連
盟
準
備
会
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

時
、
大
日
本
青
年
党
七
名
中
「
中
田
正
三
」
の
名
が
見
え
る
の
で
、
青
年
党
に
走
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
社
大
山
解
党
後
か
も
知
れ
な
い
が
）
。
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中
田
の
思
想
は
「
大
畑
募
集
論
文
の
予
選
十
篇
に
入
選
」
し
、
『
大
阪
無
産
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
コ
九
三
六
年
の
危
機
を
昌
指
し
て

外
交
篇
」
及
び
「
非
常
時
思
想
篇
」
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
「
外
交
篇
」
で
、
中
田
は
以
下
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
臼
本
民
族
が
白
色
人
種
に
劣
ら
ざ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
。
寧
ろ
彼
等
よ
り
優
秀
な
る
民
族
で
あ
る
こ
と
を
歩
一
歩
と
具
現
し
て
ゆ
く
べ
き
で

　
　
あ
る
。
こ
れ
が
外
交
の
最
高
目
的
…
…
」

　
　
「
闘
治
維
新
以
来
、
わ
が
国
の
文
化
と
産
業
を
…
…
繁
栄
せ
し
め
た
も
の
は
、
大
部
分
そ
の
功
を
軍
備
に
帰
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
「
若
し
わ
が
軍
備
が
、
そ
の
時
に
応
じ
て
順
次
今
日
ま
で
充
実
し
て
み
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
如
何
P
　
陸
奥
宗
光
、
小
村
寿
太
郎
、
何
に
よ
り
何
処
に
彼
等

　
　
の
手
腕
を
揮
ひ
得
た
で
あ
ら
う
か
…
…
印
度
を
思
ふ
時
、
日
本
の
軍
備
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
ら
、
日
本
の
文
化
、
日
本
の
産
業
が
、
何
に
よ
つ

　
　
〔
て
〕
保
護
さ
れ
得
た
で
あ
ら
う
か
。
」

　
　
三
国
干
渉
、
霞
露
講
和
条
約
な
ど
国
際
連
盟
脱
退
の
前
ま
で
「
追
随
外
交
を
免
れ
得
な
か
っ
た
の
は
、
蓋
し
経
済
に
即
し
た
軍
備
の
不
充
分
を
感
じ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
軍
縮
会
議
に
曾
て
所
期
の
主
張
を
貫
徹
し
得
な
い
の
も
亦
こ
の
経
済
に
即
し
た
軍
備
の
不
充
分
に
基
く
の
で
あ
る
。
」

　
　
「
理
解
を
待
つ
の
暇
な
き
時
、
否
明
瞭
な
る
こ
と
を
故
意
に
理
解
せ
ざ
ら
ん
と
す
る
者
に
は
、
一
時
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
も
亦
致
し
方
な
い
。
防
備
は
猛
り
に

　
　
侵
略
の
形
を
採
る
こ
と
も
あ
ら
う
。

　
　
こ
の
意
味
に
於
け
る
東
洋
平
和
の
確
立
に
早
く
到
達
し
た
な
ら
ば
列
国
は
初
め
て
我
が
真
意
を
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
　
東
洋
平
和
が
確
立
し
た
な
ら
ば
、
列
国
監
視
の
中
に
正
々
堂
々
と
、
蒲
も
徐
に
大
亜
細
亜
主
義
へ
進
む
べ
し
。
」

　
　
「
…
…
今
よ
り
、
皇
道
日
本
精
神
を
鼓
吹
し
、
唱
道
し
、
而
し
て
遂
に
こ
れ
を
以
て
文
化
に
経
済
に
軍
備
に
全
世
界
を
風
扉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
即
ち
新
興
日
本
民
族
の
天
よ
り
与
へ
ら
れ
た
る
使
命
…
…
」

　
以
上
、
強
い
帝
国
主
義
性
を
持
つ
、
軍
事
力
偏
重
の
外
交
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
思
想
篇
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
日
本
が
満
州
国
独
立
に
関
し
て
『
国
を
焦
土
と
化
す
る
も
辞
せ
ず
』
と
云
ひ
、
決
然
と
し
て
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
に
至
っ
た
の
も
、
人
口
問
題
、
経
済

　
　
問
題
、
殊
に
軍
備
の
問
題
に
即
し
て
、
国
内
的
に
静
潜
反
省
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
」
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社会大衆党の国家社会主義的画一化と小市民（小泉）

　
　
「
五
月
十
五
日
事
件
の
如
き
…
…
一
面
又
静
逸
反
省
の
結
果
と
も
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
」
共
産
党
の
転
向
も
「
静
潜
反
省
の
自
発
的
傾
向
で
あ
る
と
断
ず
る

　
　
こ
と
に
、
柳
か
の
誤
り
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
」

　
　
「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
と
し
て
、
静
潜
反
省
し
、
強
く
国
民
集
団
を
意
識
し
て
、
わ
が
君
臣
国
体
、
天
皇
統
治
体
、
祭
政
、
事
を
同
じ
う
し
て
、
時
間
空
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
普
遍
無
窮
に
垂
れ
る
政
治
、
即
ち
、
皇
道
精
神
発
現
荘
厳
な
姿
を
思
ふ
時
、
わ
れ
わ
れ
は
真
に
幸
福
で
あ
る
。
」

　
　
「
…
…
皇
道
と
忠
誠
が
、
い
か
に
自
然
の
流
露
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
や
う
。
か
Σ
る
統
一
本
源
の
大
道
が
日
本
精
神
で
あ
っ
て
、
全
世
界
を
こ
の

　
　
王
道
に
化
す
べ
き
も
の
が
、
大
和
魂
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
皇
道
精
神
を
賛
美
し
、
世
界
制
覇
を
夢
見
る
右
翼
国
家
主
義
思
想
と
同
じ
で
あ
る
。

　
府
会
で
中
田
は
、
庶
民
金
融
を
中
心
に
中
産
階
級
の
振
興
策
を
訴
え
た
が
、
中
田
の
言
う
「
中
産
階
級
」
の
特
徴
は
、
「
伝
統
的
ナ
道
徳
ト

習
慣
ガ
ア
ツ
テ
、
或
場
合
出
題
死
ヲ
以
テ
サ
ヘ
ソ
レ
ヲ
守
ル
」
、
窮
乏
し
て
い
て
も
納
税
し
よ
う
と
す
る
「
忠
慰
愛
国
的
ナ
気
持
」
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

そ
の
意
識
が
「
社
会
秩
序
ヲ
輩
固
ニ
シ
、
国
家
ヲ
安
泰
ニ
ス
ル
」
と
い
う
、
極
め
て
国
家
意
識
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
庄
は
中
田
に
つ
い
て
、
「
君
は
マ
ル
ク
ス
主
義
老
で
は
な
い
　
君
の
言
葉
を
借
り
て
言
へ
ば
新
国
家
主
義
老
で
あ
る
。
中
小
商
工
業
が
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
中
堅
で
あ
り
、
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
強
い
確
信
を
持
っ
て
る
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
文
字
通
り
の
国
家
主
義
者
と
し
て

社
大
党
に
入
党
し
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

①
全
労
大
阪
連
合
会
婦
人
部
長
な
ど
を
務
め
た
東
久
太
郎
は
、
「
市
民
層
の
方
の

　
入
党
を
極
力
私
達
は
さ
が
し
と
っ
た
。
労
働
組
合
ば
っ
か
り
〔
選
挙
に
〕
出
と
つ

　
た
ん
で
は
い
か
ん
」
、
「
入
る
ま
で
は
思
想
的
な
問
題
は
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る

　
（
一
九
八
八
年
一
二
月
一
日
、
聴
取
り
）
。
な
お
大
阪
で
は
社
大
党
に
合
流
す
る

　
労
大
党
勢
力
は
、
社
幾
党
か
ら
分
裂
し
た
全
国
民
衆
党
系
が
中
心
で
あ
り
、
当
初

　
は
社
民
党
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
『
社
会
民
衆
新
聞
』
九
号
、
一
九
二
九
年
七
月
一
〇
日
。

③
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
～
四
五
六
頁
（
拙
稿
）
。

④
　
江
口
圭
一
『
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
運
動
史
の
研
究
』
一
九
七
六
年
、
未
来
社
、

　
四
〇
三
頁
。

⑤
　
同
前
、
四
四
七
頁
。

⑥
　
高
橋
彦
博
「
社
会
大
衆
党
の
分
析
」
は
、
「
従
来
の
無
産
辛
党
に
は
み
ら
れ
な

　
か
っ
た
新
組
織
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
四
一
頁
）
。

⑦
『
社
会
新
聞
』
三
九
号
、
一
九
三
三
年
五
月
一
五
口
、
四
〇
号
、
六
月
五
周
、

　
照
四
号
、
七
月
一
五
日
。
「
深
川
市
属
ク
ラ
ブ
」
は
会
長
加
藤
金
太
郎
は
洋
服
店
、

　
幹
事
長
田
草
川
梅
吉
は
肉
屋
を
鴬
毒
す
る
地
域
に
根
づ
い
た
小
売
商
人
中
心
の
組

　
織
と
言
え
る
。
ま
た
大
工
、
鮮
魚
商
、
石
工
の
組
織
も
行
っ
た
。

⑧
　
『
大
阪
無
産
新
聞
騙
三
九
号
、
一
九
三
三
年
八
月
一
〇
日
。
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⑨
　
立
候
補
者
五
三
名
中
二
四
名
当
選
、
次
点
一
〇
名
、
そ
の
他
無
産
派
を
あ
わ
せ

　
る
と
当
選
者
は
三
八
名
に
な
り
、
前
回
の
一
七
名
か
ら
大
き
く
飛
躍
し
た
。
大
阪

　
で
は
当
選
者
三
名
で
、
前
出
の
労
大
竃
雷
名
、
そ
の
他
無
産
派
一
名
に
比
べ
停
滞

　
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
次
点
者
が
多
く
、
選
挙
粛
正
、
脱
税
疑
獄
（
注
⑳
参
照
）

　
に
よ
り
三
名
（
久
保
圏
鶴
松
、
村
尾
重
雄
、
中
田
政
三
）
が
繰
り
上
げ
当
選
し
た
。

⑩
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
隠
第
二
巻
、
一
八
六
一
－
六
二
頁
（
尾
崎
ム
ゲ
ソ
稿
）
。

⑧
　
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
　
一
八
六
〇
頁
（
抽
選
）
。
こ
の
ほ
か
同

　
年
九
月
、
健
康
保
険
料
滞
納
に
対
す
る
不
当
差
押
え
に
反
対
し
活
動
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
ら
は
小
工
場
主
擁
護
の
活
動
で
あ
り
、
現
に
業
者
中
に
党
員
も
い
た
（
同
前
、

　
一
八
六
〇
一
六
一
百
ハ
）
。

⑫
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一
九
三
六
年
版
、
六
六
八
頁
。

⑬
一
九
ゴ
　
三
年
大
阪
群
議
選
挙
当
選
者
五
名
中
小
市
畏
層
は
二
名
（
四
〇
％
）
、

　
三
五
年
府
議
選
挙
当
選
者
三
雲
中
小
市
民
層
一
名
、
繰
り
上
げ
当
選
者
も
含
め
れ

　
ば
六
名
中
二
名
（
三
三
％
）
、
三
七
年
大
阪
市
議
選
挙
当
選
者
二
一
名
（
無
所
属

　
で
立
候
補
し
た
一
名
も
含
む
）
中
小
市
民
層
一
〇
名
（
鱈
八
％
、
職
業
は
薬
剤
師

　
三
、
印
刷
業
、
荒
物
商
、
桶
商
、
お
で
ん
屋
、
製
靴
業
、
撞
球
業
、
会
社
員
各

　
一
）
。

⑭
『
大
阪
無
産
新
聞
』
六
〇
号
、
～
九
三
五
年
三
月
一
五
日
。

⑯
　
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
一
六
六
一
頁
（
拙
稿
）
。

⑯
同
前
、
｝
六
六
四
頁
（
拙
稿
）
。

⑰
　
『
大
阪
無
産
新
聞
』
五
六
号
、
一
九
三
四
年
＝
月
一
五
日
。

⑱
同
前
、
二
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
一
五
閾
。

⑲
同
前
、
五
二
号
、
一
九
三
踏
年
七
月
一
五
日
。

⑳
同
前
、
五
五
号
、
一
〇
月
一
五
日
。

⑳
　
庶
　
生
久
「
社
会
大
衆
党
の
圏
家
的
意
識
」
（
五
九
号
、
　
一
九
三
五
年
二
［
月
一
五

　
日
）
は
、
五
・
一
五
纂
件
以
降
の
軍
の
変
化
は
「
根
本
に
於
て
、
資
本
主
義
戦
争

　
反
対
の
我
等
の
建
前
を
是
認
し
来
っ
た
の
で
あ
る
」
と
主
張
、
同
「
創
造
せ
ら
る

　
べ
き
臼
本
の
無
産
運
動
」
（
六
〇
号
、
三
月
一
五
日
）
は
、
　
ロ
シ
ア
は
複
合
民
族

　
国
家
だ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
高
調
が
必
要
だ
っ
た
が
、
日
本
は
違
う
と

　
い
う
も
の
。
亀
井
貫
一
郎
「
時
代
の
里
方
」
は
六
二
号
（
五
月
…
五
日
）
及
び

　
『
大
阪
都
畏
新
聞
』
六
三
号
（
一
九
三
五
年
六
月
一
五
日
）
所
載
。

⑳
　
『
大
阪
無
産
新
聞
隠
五
六
号
、
一
九
三
四
年
一
一
月
一
五
日
。

⑳
　
同
前
、
六
〇
号
、
一
九
三
五
年
三
月
一
五
日
。
な
お
こ
の
授
業
料
徴
収
は
、
室

　
戸
台
風
に
よ
る
破
損
小
学
校
復
興
公
債
の
財
源
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

⑧
　
　
『
大
阪
都
民
新
聞
』
六
一
二
口
写
、
　
一
九
ゴ
～
五
年
六
月
一
五
日
。

⑳
　
指
摘
し
て
い
る
の
は
「
我
等
は
労
働
奉
公
の
精
神
に
基
き
、
徳
性
の
滴
養
、
識

　
見
の
開
発
、
技
術
の
進
歩
を
図
り
、
以
て
自
己
の
完
成
と
挫
会
正
義
の
実
翼
を
期

　
す
」
と
い
う
部
分
で
、
こ
の
綱
領
に
対
し
て
は
合
同
前
、
全
労
側
に
「
友
愛
会
当

　
時
の
綱
領
に
比
べ
て
、
些
か
も
進
歩
し
て
い
な
い
」
と
批
判
の
声
が
あ
が
っ
た

　
（
『
労
働
週
報
』
四
一
＝
号
、
一
九
三
六
年
｝
月
一
七
日
）
。

⑳
　
脱
税
疑
獄
の
概
略
は
『
大
阪
朝
口
新
聞
』
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
三

　
五
年
七
月
以
来
京
郡
地
方
検
宴
局
捜
査
の
税
務
吏
疑
獄
が
大
阪
で
も
発
覚
し
、
南

　
税
務
署
闘
係
で
六
名
の
税
吏
が
収
容
さ
れ
た
が
、
「
大
阪
府
所
得
税
審
査
委
員
並

　
に
南
税
務
署
管
内
の
所
得
税
調
査
委
員
と
し
て
所
得
税
、
裳
業
収
益
税
な
ど
の
税

　
額
査
定
の
上
に
絶
大
な
勢
力
を
有
」
す
る
辻
阪
信
次
郎
府
会
議
長
の
闘
与
が
認
め

　
ら
れ
、
一
　
月
一
六
日
召
喚
さ
れ
た
。
さ
ら
に
吉
本
興
業
部
、
松
竹
な
ど
の
関
係

　
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
辻
阪
は
「
「
月
二
六
臼
に
起
訴
さ
れ
た
が
、
他
に
も
同
上

　
で
収
容
さ
れ
る
府
議
も
あ
り
、
さ
ら
に
辻
阪
の
後
任
と
し
て
議
長
に
就
任
し
た
薄

　
恕
一
も
起
訴
さ
れ
、
選
挙
違
反
も
あ
わ
せ
府
会
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
疑
惑
は
辻

　
阪
議
長
選
出
に
も
及
び
、
窟
田
貞
男
副
議
長
ら
も
収
容
、
三
六
年
一
月
二
三
臼
、

　
辻
阪
は
監
房
内
で
自
殺
す
る
。
選
挙
違
反
も
あ
わ
せ
る
と
、
府
議
七
二
名
中
二
〇

　
名
が
検
挙
さ
れ
た
。

⑳
　

『
大
阪
当
無
新
聞
』
六
八
号
、
一
九
三
五
年
一
一
月
一
五
日
。

⑳
　
東
久
太
郎
に
よ
る
と
、
中
津
と
十
三
に
二
軒
店
を
経
営
し
て
い
た
。
な
お
薬
剤
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社会大衆党の国家社会主義的画一化と小市民（小泉）

　
師
は
立
候
補
の
資
金
を
出
す
余
裕
の
あ
る
者
が
多
く
、
医
薬
分
業
間
題
に
見
ら
れ

　
る
よ
う
に
政
治
へ
の
関
心
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
場
合
、
医
師
の
利
益
を

　
擁
護
す
る
既
成
政
党
に
批
判
的
な
者
が
当
然
多
く
な
る
）
。
社
大
党
員
で
大
阪
市

　
議
と
な
っ
た
薬
剤
師
は
、
稲
葉
の
他
、
滝
川
末
一
、
甲
斐
績
。
社
大
党
以
外
で
無

　
産
運
動
に
登
場
す
る
薬
剤
師
は
、
五
十
嵐
辰
三
郎
（
日
本
大
衆
党
、
の
ち
新
日
本

　
里
民
同
盟
）
、
麻
孝
之
助
（
社
民
党
、
の
ち
日
本
国
家
社
会
党
）
、
手
島
剛
毅
（
労

　
大
里
、
の
ち
新
日
本
岡
民
同
盟
、
大
日
本
生
産
党
。
戦
時
下
大
阪
市
議
・
府
議
に

　
当
選
）
な
ど
。

⑳
　
三
笙
－
三
五
年
の
各
府
県
大
会
で
書
記
長
に
選
任
さ
れ
た
が
、
三
六
年
大
会
で

　
は
安
藤
国
松
に
交
代
し
た
。

⑳
　
『
社
会
大
衆
新
聞
』
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
一
月
五
日
。

⑳
　
『
日
本
労
働
通
信
鵠
一
九
三
五
年
＝
月
七
日
。

⑫
　
山
室
建
徳
、
前
掲
論
文
、
九
〇
頁
。

⑳
　
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
五
年
　
二
月
六
日
、
一
八
七
頁
。

⑭
　
『
通
常
大
阪
府
会
特
別
会
計
審
査
委
員
会
速
記
録
』
一
九
三
穴
年
＝
一
月
一
二

　
日
、
四
六
四
百
只
。

⑳
　
　
『
特
高
月
報
』
一
九
三
八
年
九
月
分
。

⑬
）
同
前
、
一
九
三
九
年
入
月
分
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑳
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
八
年
、
一
三
二
一
五
八
頁
。

㊥
　
嗣
前
、
三
六
三
一
六
七
頁
。

⑲
　
『
臨
時
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
九
年
五
霞
二
穴
日
、
四
四
－
四
六
頁
、
『
通

　
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
九
年
一
二
月
四
瞬
、
二
～
七
頁
。

⑩
　
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
四
〇
年
［
二
月
五
日
、
一
　
七
四
頁
。

＠
　
『
通
常
大
阪
麻
会
速
記
録
』
一
九
四
四
年
一
一
月
二
四
日
、
一
二
九
－
三
〇
頁
。

⑫
　
『
通
常
大
阪
府
会
文
教
審
査
委
員
会
速
記
録
』
一
九
四
四
年
一
一
月
三
〇
日
、

　
九
九
頁
。

⑳
　
『
大
阪
無
産
新
聞
』
五
二
号
、
一
九
三
閥
年
七
月
一
五
日
。

⑧
　
司
法
省
刑
事
局
『
思
想
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
鋼
輯
隠
～
九
四
〇
年
一
一
月
、
二

　
九
頁
。

⑯
　
『
大
阪
無
産
新
聞
騙
五
三
号
、
一
九
三
四
年
八
月
一
五
臼
。

⑯
同
前
、
五
四
号
、
九
月
一
五
日
。

⑰
　
同
前
、
五
六
号
、
一
一
月
｝
五
日
。

⑱
　
同
前
、
五
七
号
、
一
二
月
一
五
日
。

⑧
　
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
九
三
六
年
一
二
月
七
日
、
四
三
〇
頁
。

⑳
　
『
大
阪
都
民
新
聞
』
六
五
号
、
　
九
三
五
年
八
月
一
五
日
。

　
社
大
党
本
部
方
針
と
大
阪
府
連
が
明
確
に
対
立
し
た
の
は
、
一
九
三
三
年
の
「
転
換
期
建
設
政
策
」
と
三
六
年
の
人
民
戦
線
へ
の
対
応
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
前
者
の
場
含
、
党
勢
不
振
の
中
、
代
案
の
必
要
か
ら
、
反
資
本
主
義
勢
力
の
糾
合
、
党
の
統
制
強
化
と
い
っ
た
本
部
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
と
同
様
の
方
針
し
か
打
ち
出
せ
ず
、
後
者
は
予
想
さ
れ
る
弾
圧
と
い
う
外
部
的
圧
力
に
よ
り
、
本
部
方
針
の
下
に
画
｝
化
さ
れ
て

行
っ
た
。
前
者
の
画
一
化
の
背
景
に
は
、
左
翼
的
要
素
も
持
ち
、
党
大
阪
府
連
に
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
団
体
で
あ
る
全
労
の
右
傾
化
、
及
び
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庄
健
一
、
井
上
良
二
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
議
会
で
の
経
験
が
現
実
的
政
策
を
必
要
と
し
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
三
五
年
以
降
の
選
挙
で
の
躍
進
の
原
因
は
、
「
は
じ
め
に
」
の
注
②
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
層

へ
の
支
持
拡
大
も
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
党
の
成
長
の
た
め
市
民
層
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
社
民
党
結
成
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
社
大

党
で
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
市
民
層
の
支
持
を
引
き
つ
け
る
た
め
A
無
産
政
党
の
「
顔
」
の
一
部
と
な
っ
た
小
市
民
層
党
員
の
特
微
は
、
取
り

上
げ
た
三
名
を
モ
デ
ル
に
考
え
れ
ば
、
大
資
本
反
対
で
は
あ
る
も
の
の
、
非
マ
ル
ク
ス
主
義
、
非
国
際
主
義
で
、
国
家
社
会
主
義
的
世
界
観
を

抱
い
て
い
た
。
ま
た
労
働
運
動
な
ど
の
出
身
者
の
七
二
、
階
級
的
意
識
が
根
底
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
現
実
的
政
策
を
取
り
入
れ
る
形
に
な
る
が
、

二
回
年
代
か
ら
引
き
ず
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
依
拠
す
る
団
体
も
な
い
小
市
民
層
は
本
部
方
針
を
直
接
反
映
さ
せ
や
す
い
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
、

市
民
層
を
取
り
込
む
方
向
で
党
勢
が
発
展
し
た
の
は
、
麻
生
久
ら
本
部
主
流
派
に
と
っ
て
は
そ
の
政
策
の
支
持
者
が
増
加
す
る
こ
と
で
良
か
っ

た
だ
ろ
う
が
、
無
産
階
級
の
た
め
の
党
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
づ
ら
く
な
る
。
戦
時
体
制
下
に
な
る
と
、
労
組
出
身
者
は
数
字
を
基
礎
に
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

働
者
保
護
を
訴
え
続
け
た
が
、
小
市
民
層
党
員
は
せ
い
ぜ
い
結
核
予
防
を
訴
え
る
程
度
で
、
単
に
戦
時
体
制
強
化
を
応
援
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
小
市
民
層
党
員
は
党
勢
拡
大
に
寄
与
し
た
が
、
本
部
の
懸
軍
・
国
家
社
会
主
義
的
方
針
へ
の
画
一
化
を
進
め
る
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ

、
つ
。

①
河
野
密
に
つ
い
て
は
、
横
関
至
、
前
掲
論
文
、
西
尾
末
広
に
つ
い
て
は
、
高
橋

　
彦
博
、
前
掲
論
文
、
参
照
。

　
府
会
で
は
、
前
述
の
村
尾
重
雄
の
ほ
か
、
三
九
年
五
月
、
出
口
昌
蝋
が
「
労
資

　
関
係
調
整
ノ
重
要
ナ
ル
一
要
素
デ
ア
ル
労
働
条
件
ノ
規
制
ハ
多
ク
不
問
二
付
サ
レ

　
ヤ
ウ
ト
シ
テ
居
ル
」
（
『
臨
時
大
阪
府
会
速
記
録
』
四
五
頁
）
と
述
べ
、
押
谷
平
七

　
（
総
同
盟
）
は
同
年
｝
ご
月
、
雇
入
舗
限
令
の
資
本
家
に
よ
る
悪
用
等
を
述
べ
、

半
井
清
知
事
に
「
今
日
ノ
時
局
ハ
労
働
｝
者
デ
ァ
ル
ト
ヵ
鞠
貧
本
家
デ
ア
ル
ト
カ
云
フ

ヤ
ウ
ナ
対
立
的
ナ
考
ヲ
持
ツ
ベ
キ
時
期
デ
ナ
イ
」
と
注
意
さ
れ
て
い
る
（
『
通
常

大
阪
府
会
速
記
録
』
＝
三
一
・
…
四
三
頁
）
。
押
谷
は
四
【
年
＝
月
に
も
、
福

利
施
設
、
休
養
等
が
必
要
と
訴
え
た
が
（
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
一
六
五
頁
）
、

太
平
洋
戦
争
突
入
後
は
要
求
的
な
発
言
は
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
甲
・
学
院
甜
麻
田
貝
　
高
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Der　Centralverein　fUr　das　Wohl　der　arbeitenden

Klassen　vor，　wahrend　und　nach　der　Marzrevolution

VO工1

KITAMuRA　Masafumi

　　　Das　Hauptthema　der．jungen　Forschungen．茸ber　den　Libdra正islnus．　im

　19．Jahrhundert　i6t　die　Galls．Deutung．（1975）．．．　Gall　charakterisiert　daS

．Erwartung＄m6dell　des’ enihliberalismUs　der　ersten　Jahrhunderthalfte
　a正seih6　klass6nlose　BUrgetgesellschaft，　Urtd　Gall　beWeiSt，　daB　nach　der

Jahrhundettmitte　dex　Liberalismus　zur　bloBen　Klassenideologie　degene－

rierte．　Diese　These　ist．．auf　einige　Widef合prUche．． №?ｓｔｏＢen≧．Dieser

　Beitrag　versucht　den　Liberalis魚血s　um　die　Jahrhundertmitte　vo血Stand・

punk：t　der　Arbeiterwohlfahrt　zu　analysieren．　Der　CentralVet6in　fUr

daS　Woh1．　der　arbeit6nden　K：1assen． 魔盾撃戟@1844　bis　1858　wird　daf旋r　als

Beispiel　genomn：ien．　Als　Material　wird”Mittheilungen．． р?ｓ　C6ntral一

マereins．．fttr　da6　Wohl　der　arbさiteコden　Klassen‘‘verWandet．　Aus　dieser

　Aha1Yき61a3t．sich　6chlieBen，＝daB　der　Centralverein　dieser．Epochen．．mit

dem．’　Erwartungsmodell　der　klassenlosen．BUrgergesellschaft　durchge・

　drungen　ist．

　　National　Socialistic　Uniformity　in　the．

Social　PeoPle’s　Party　（Shakai　Taispt　T6）

　　　With　special　emphasis　on　the　Petit　bourgeois

by

KolzuMI　Hiroshi

　The　leading　faction　of　the　Sociai　People’s　Party　（Shakai　Taisya　T6）

led　by　chief　secretayy　As6　Hisashi　did　rnuch　to　further　national　sociali－

zation．　After　the　Sino－Japanese　War　began，　the　party・became　one　of

the　organizations　to　cooperate　in　the　wartime　system．　Before　the　war，

however，　national　socialization．　had　not　uniformly　penetrated　all　factions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（475）



　　In　this　anicle，　1　first．reveal　a’gap　between　the　leading　group　and　the

Osaka’　AliiaRce，　which　had　the　largest　number　of　supporters　of　all　pre－

fectures，　especialiy　conberning　the　Policy　foof・the　Coitstruction　of　the

Transition　Period　（Tenkanfei　Kensetsu　Seisafeu）　in　1933，　tke　evaluation

of　the　pamphlet　published　by　the　arエny　in　エ934，　the　opinion　of　the　coup

d’6tat　on・the　26th　of　February　in　1936　（2．　26　7’ifeen），　and　the　attitude

towards　the　people’s　front　in　1936．

　　Next，　1　point　out　severa1　reasons　the　members　ln　Osaka　accepted　the

national　socialistic　po1icy，　for　example，　the　decline　of　the　party　strength，

the　lean　to　the　right　of　the　labor　ttnion　which　had　the　strongest　infiu－

ence　on　the　Osaka　Alliance，　and　thirdly，　the　actualization　of　delibera－

tions　between　local　assemblymen，　and　the　oppression　by　the　authorities．

　　Lastly，　by　showing　the　po1icies　of　the　three　members　of　the　Petit

bourgeois，　1　point　out　the　close　connection　between　the・expanslon　of　the

Petit　bourgebis’　and　the　national　socialistic　uniformity．

（474）




